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「海のピラミッド」の沿革

■1990年■
イベント対応型フェリーターミナルとして完成

■2005年8月■
経営不振からフェリー会社が航路を廃止

■2006年8月■
唯一のテナントだった売店も赤字経営により撤退

閉鎖

■2006年10月■
宇城市長より活用を依頼される

■同年12月12月23日(祝)■
「幻灯祭」開催
約2,000人が来場

■2007年6月23日(土)■
「CLUB PYRAMID」として再開

新聞、テレビ、他、各メデイアから取材

以降、
数百回のイベント開催、延べ数万人の来場者

■2009年2月1日(日)■
宇城市長選
市長交代

■2011年11月■
宇城市役所より突然の退去命令

年度末での使用禁止と行政代執行の通告

その後、
市長および市当局へ直接対話の呼びかけを行ったにもかかわらず拒絶

■2012年4月2日(月)■
宇城市役所へ直接抗議へ

※この時の発言内容を本資料に収録

■2013年2月■
宇城市長選予定
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これは、宇城市当局による一方的「使用禁止」「退去命令」「行政代執行」の通告に対し、
対話の呼びかけを行ったにもかかわらず拒絶されたため、

2012年4月2日(月)に宇城市役所へ敢行された直接抗議の記録である。
尚、この時の模様はUSTREAMによってリアル・タイムに現場より中継され数百人が視聴している。

USTREAM録画URL(直接抗議は開始54分あたり～)
http://www.ustream.tv/recorded/21539517

【A】･･･海のピラミッド運営委委員A
【B】･･･海のピラミッド運営委委員B
【市役所】･･･市役所職員6~7名

聞き取り不明･･･????

録画54分あたり～

【B】今回の問題で、責任者というのはこのお
二方、この問題の担当の方でいらっしゃるん
ですか?この浅井さんと野田さんという方が。
【市役所】浅井と野田と岩下、あと書記でも
う1人来ます。
【B】はい、わかりました。これ今、
USTREAMで流しておりますので。
【市役所】一応、これで揃いました。
????ちょっと私の方が出ておりましたので。
【A】まず退去しろという話、その後のプラ
ンは具体的に決まったんですか?
【市役所】プラン?四月以降のプランというこ
とですか?
【A】四月以降のプラン。具体的にどうするの
かという。
【市役所】四月以降のプランはまだ話してま
す。
【A】話してる?
【B】話している?
【A】その段階で出ろと?
【市役所】え?
【A】実際、何かやるにして、予算がまず通っ
ているのか、そのプラン、どういう風にして
るの?
【市役所】そのピラミッドのことでしょ。
【A】それに対して予算をつけて、待合所?待
合所として失敗して廃墟になりかけてるわけ
じゃないですか?
元々の話。それを戻して、またどうするのっ
ていう話。
それに対して、そうならないように具体的な
案を作って、それに対して『予算がこれだけ
つきました、で、いつから実行します、って
ことで、いろいろ協力して頂きましたけど、
立ち退きお願いできませんでしょうか』って
いうのが筋じゃないですか?話し合いの段階で
出ろっていうのは変じゃない?
【市役所】話し合いの段階といいますか、私
共が三角港第二号待合所っていうところで
今、Aさんの方が入っておられますよね。あ
れ、元々、日貸しですよね。日にちで使用許
可を出して貸してる状態ですよね?
【A】そもそも話が違うんですよね。最初から
ね。なんかゴチャゴチャ、ゴチャゴチャ小さ
い、なんかね、もう・・・
【市役所】Aさん、それ、スタートの時から
の話でしょ?
【A】そうそうそう。
【市役所】だいぶいきさつがあったものを…

【A】はっきり言えば、勝手に条件を細かい
のをいろいろ付けていって、もう本当、卑怯
なんだよね、やり方が。そもそも。まぁまぁ
いいや。で、具体的プランはどうなるの?
【B】だから、立ち退きをするならするで、当
然あそこの場所は何も使わなければただ単に
コンクリートの塊なわけですよね?ぶっちゃけ
た話でいって。
待合所として、もうあんなに過剰にしなきゃ
いけなかったのかっていうのもわからないん
ですけども、そもそも待合所としてあそこを
要するにやっていくのができなかったていう
話なわけじゃないですか。
で、結局、そういったことであなた方で決め
て動けば良かったものを、結局できませんっ
てバンザイしたわけでしょ。バンザイして、
この人たちに貸したわけですよね。
で、結局、ある程度、軌道に乗り出したとこ
ろで、出て行ってくれっていう風に言うから
には、出て行ってくれって言うなら言うで、
じゃあ、だったらどういう理由で出て行って
くれっていうのかということと、その後、例
えば出て行った後、どういう風にそこの場所
を使って行くんですか、ってことを出してくだ
さいよ。
実際問題で言えば、待合所に戻しますって風
に言うけど、戻すってことは、あそこは本当
にコンクリートの塊のまんまで、あそこに放
置しといたままにしときますよっていうのと
等しいですよね?
【市役所】捉え方はいろいろあるかもしれま
せんが・・・
【B】捉え方じゃないでしょ?
【市役所】いや、違うんですよ。あのです
ね、A列車が去年の10月から10月8日に来ま
したよね。
三角港の、東港ですよね、あそこ。東港の方
の活性化を図る意味でですね、????も変えま
したし、景観の樹木も切ってしまいましたよ
ね。
【A】え?
【市役所】切ってしまいました。
あの辺り一帯を要するに活性化をするため
に、ピラミッドもその中の一つじゃないです
か。ですから、今、地域の人にお願いしてる
昔の本渡行き、あれは本来ならばピラミッド
から、裏口から出て行きよったですね。あれ
がラ・ガールっていう建物の中から出してま
す。完全に出してます。こっちの右側には島原
行きがあるでしょ、島原行きは18年の5月く
らいかな、18年ごろに、航路は終わりまし
た。右の出口はふさがったわけですよね。で
も左の出口はまだ使われてますよね。そう
やって一つしかないからということでこっち
に直して、そして空にして、地元の活性化に何
かなるならばということでの、前市長とのお

話がAさんたちとのコンタクトのスタートとい
うことですよね。です、ですよね、はい。
【A】で、それが、活性化の話でうちに振ら
れたわけでしょ?で・・・
【市役所】たぶん前の市長がですね、
【A】まぁ活性化でしょ?同じ目的じゃないで
すか。
【市役所】活性化はそうなんですけど、今、
じゃあ実際、地元と一緒になった活性化に
なっているかどうかというのはいかかでしょ
うか?
【A】最初やってたんですよ。地元と一緒に。
あれだけの機材を搬入したのは地元の人で
しょ。
【市役所】あの、結婚式と幻灯彩とかありま
したよね。
【A】地元の同意を得て始めてますよ。
【市役所】地元はもう今、離れてるでしょ。
【B】離れてるという意味がわからない。
【A】一昨日もイベントやったけどね、地元
の人は好意的だよ。続けてくださいって。
地元って誰なのかって問題なんですよ。商工
会議所なのかって問題。
【市役所】ちょっといいですか?今、次の計画
を具体的にって言われたんですけども、先
程、A列車が来てという話で、シークルーズが
出てます。ピラミッドの奥からですね。
で、????関係で、滞在型ということで、あそ
こで少し滞在して頂いて、解放したり、西港
に行っていただいたりという感じで、時間調
整をこれからやっていきます。西港に桟橋が
建設中です。桟橋を結んでその辺を周遊す
る、東港と西港結ぶ計画をしていこうとして
ます。三角に地元の人達を集めて活性化委員
会を立ち上げます。その中で、三角港、東
港、西港を合わせた中で活性化をどのように
するか図っている、その中の一つでピラミッ
ドの活かし方を????検討しているという段階
です。
【A】その話し合いからなんで排除してるの?
こっちを。全然、話が来ないんですよね。
【市役所】今、専属みたいな感じで中に入っ
て、機材が置いてあって、使おうとすると使
えないってことになる・・
【B】そうじゃなくて、そこを港としてお宅さ
んたちは、港を連結して周遊したり、クルー
ズしたりとか、そういった観光事業かわから
ないですけど、やろうとしてらっしゃってま
すよね。その状態なのに、なんでここで海の
ピラミッドという形でクラブをやったりとか
して、若者をたくさん集めて、現に地元でお
金を落としてるっていうような実績を上げて
いるという人達を、なんであなた方は排除し
てるの?その話し合いから。その話、この人、
知らなかったっていうんでしょ。
【A】村八分だよね。
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【B】なんでその話の中に、ピラミッド側の
我々が知らないってのはどうしてですか?な
ぜ?いいですか?よろしいですか?そういった
話があって当然でしょ。村おこしのために
我々だって肌脱いでやってるんですよ。違い
ませんか?なぜ?
【市役所】元々・・・
【B】だから、なんでその知らせをしなかった
のかって聞いてるんです。理由を聞いてるんで
す。答えてください。
【市役所】元々、貸し出しが許可制で貸し出
してるんじゃなくて、独占的に貸し出して、
前市長が活性化をお願いしてたのかしれませ
んけど、今は許可制で、申請があって、その
日、貸し出すという形で進めてます。
【A】で?
【市役所】独占という形で、中に荷物を置い
てある・・
【A】独占してない
【B】私はそういう話を聞いてるんじゃなく
て、私はなんでこの人に、港をつなげる、港
の間で連絡船を動かしたりとか、そういった
計画、構想をあなた方は立ててると言いなが
ら、そういった話がピラミッド側に、こっち
に来なかったのかという話をしてるんです。
その質問の答えを答えてください。
【市役所】ピラミッドの活性化は今は夜にク
ラブをされてる、土曜に月に一回。ナイトク
ラブ。それを三角の活性化として考えておら
れるということでしょ。
我々の考える活性化はもっと違った形で、ま
た歩み出したいと。
【A】だから当時ね、結局、前市長が多目的
ホールにしたいっていう話だったの。で、そ
れを県に掛け合ったのは知ってる?予算。知っ
てます?
【市役所】予算?前市長が県にですか?
【A】阿曽田さん。我々は幻灯彩をやっ
て・・
【市役所】結婚式ですよね?
【A】ええ。その後に、『うちはこれだけ協
力しましたから、じゃあ後は地元の方でやっ
てください』って言って、うちは一旦、退い
てるんです。でも、その後に、なかなか地元
が動かないから、でも何とかしたいからって
ことで。じゃあ多目的ホールとかどうです
か?って提案したんです。提案しただけです。
そうしたら、市長さんが、このプランを持っ
て、基にして、県に掛け合ったんです。多目的
ホールにするための予算はなんとかならない
かって。で、その時、確かね、公明党の県議
の人とか、議長か副議長あたりまで掛け合っ
てるんですよね。で、結局、予算的に無理で
すって、予算全然ないです、こちらは一銭も
出せませんと。ただ、それでも廃墟にしたく
ないんで、なんとかなりませんかって話で。
その予算と、あの状況を考えて、消去法的に
始めたのが今の使い方。あそこの状況をね…
【市役所】クラブ形式?
【A】まあ音楽をかけて、人を集めるイベン
ト。
【B】お宅さん方が構想を練ってる話が、我々
のところにこういうことをしますって話がな
んで来ないんですかって話。それを僕は聞い
てるんです。理由を教えて。僕はその質問を
します。なんで?理由。理由を教えてくださ
い。なんで排除するの?
【A】村八分にする理由は何なの?

【B】なぜですか?答えてください。
【A】話をしてっるって言うけど、全然来ない
んですよね、情報。連絡先を知らないわけ
じゃないですよね?こちらの。当然、書類来て
るから。何通も。
【市役所】活性化の話ですか?
【A】いろいろ話し合いをしてるにしても。ハ
ブじゃない?ハブって意味わかる?
【B】わかんないんじゃない?
【A】まあ村八分ね。
【B】うん。村八分。海のピラミッドを現場
で実際に活動してるわけですよ。で、集客も
上げて、実際に地元の経済の活性化、若者が
コンビニで弁当を買ったりするでしょ。本当
はあそこでご飯とかを出したっていいんです
よ。でも、あえてそれをやらないんですよ。
なんでやらないかわかりますか?あなた方はわ
からないでしょ。たぶん。こんな机の中にし
かいないから、わからないでしょ。理由は
はっきりしてるんですよ。地元の人達、あそ
こに遊びに来た若者たちが地元のコンビニ、
三角のコンビニとか居酒屋とかでお金を使っ
てご飯を食べてもらうために飲み物だけしか
出さないようにしてるんです。そこまで考え
てやってるんですよ。
【市役所】夜中にですか?
【B】でしょ。うん。夜中にって何言ってるん
ですか。クラブですから夜でしょ?若者が夜、
来るじゃないですか。やってるわけでしょ。
【市役所】今の話で…
【B】ちょっと言わせてよ。私、途中までし
か話してない。
で、そういう状態なわけですよ。やってるわ
けです。実際、集客も少しずつ上げてる。そ
の状態で、あなた方はなぜ正当な、納得のい
く理由も提示しないで出て行けって言えるん
ですか?理由ぐらい教えてくださいよ。ちゃん
と。説明してください。納得がいきません。
【市役所】借り方。
【A】借り方？
【B】借り方？
【市役所】借り方ですね。あの～使用日の。
例えば3月24日なんかは前日だったですか?前
日くらいだったか、FAXで。それも三角の支
所の???課長(?)が連絡をして、きたんじゃな
かったですか?
【A】だから、どうしたの?
【市役所】ですから、それはちゃんと日にち
を前もって・・・
【A】そもそもね、そういう申請いちいち、
出せって話になってないんだよね。いつの間
にかそういう話・・・。だから、話が違うん
だよね。
【B】そもそも交渉の段階でどういう話が
あったのか、そうとう話が食い違ってるじゃ
ないですか。
【市役所】元々、ちょっと聞いてください。
公共施設は一日借りる場合は当然、何日前に
出してください、当然、決裁をとります、そ
して、こういう用件で貸して良いですか、良
いですよ、許可書がでます、で、こういう条
件で貸し出します、当然、借りてしもうたら
キレイに後片付けをしてっていうのが公共施
設の貸し方。
【A】もうそういうことを言い出したらね、
あんな建物、無理よ。
【市役所】いやいや、無理じゃなくて・・

【A】だいたい、そのね、機材を置かせるべ
きじゃない。最初から。“ウイングまつば
せ"だったら、そういう話で当然良いですよ。
でも全然違うじゃない。話が。
【B】そもそもね、お宅さん、ああだこうだあ
あだこうだ言うんだったら、じゃあ全部やれ
ばよかったじゃないですか。なんでこっちの
方にそういう話を持ち込んできたんだ!なぜで
すか!?
【市役所】それは元々、市長が頼んだからで
しょう!
【B】市長が頼んだからだろう!?
【市役所】市長が頼んだから、こういう今、
流れになってるんでしょう!
【A】宇城市長が頼んだでしょ?
【市役所】ちょっと机叩くのやめて。
【B】あのね、ふざけんなよ!おい。市長が頼
んだって今、言いましたね?市長が頼んだって
言ったね。
【A】宇城ってことだよね。
【B】要するに市の命令で彼は動いたわけ
だ。動いたわけですよね。それに対して、あ
あだこうだあなた方は言ってるじゃないです
か。じゃあ、なんでそういう風な話になるわ
け?いちゃもんじゃないですか、言ってること
は。
【A】対外的にね、した話をね、市長が代
わったから全部反故ですって通るわけ?その
話。おかしくない?
【B】おかしくありませんか?
【市役所】反故っていうよりも、前市長が活
性化ということをお願いして、幻灯祭もされ
た。
【B】やってるじゃない。
【市役所】で、現時点で活性化の使用とされ
るのが、ナイトクラブは選択して、????、
OKされた。
【A】その後にね、この間、来たときにね、
『昼の営業のカフェとか、そういうものをや
らせてくれませんか』って。共存できないっ
て言ったよね?共存できないって殲滅戦やるっ
てこと?共存できないってどういう意味かわ
かってるの?言葉。
こちらも当然、A列車とかが来て、そういう
風に誘客しようとしてるでしょ。それに対し
てカフェ営業とかどうですかって提案したよ
ね?うちの知り合いとかも結婚式やりたいって
言ってるの。5月に。それ全部、無視。黙殺だ
よね、やったこと。で、それで誘客とか地域
振興とかどの口で言えるのかって話。
【B】ずいぶんひどいですね。で、昼間そう
やって使えないんだったら、夜そういった形
で集客するしかないじゃないですか。
【A】新たな何か展開しようとすると、あれ
ダメ、これダメって言うの。で、やることは
何か違うことやろうとしてるの?その話に一
切、加えないとか。情報さえも与えない。情
報が来てね、こっちが参加しないっていうん
だったらいいけどさ。全然こないんだよね。
ネットに発表してる?市役所。どうやって知る
の?そんな話。
【B】そもそもお宅さんのね・・
【市役所】そもそも・・
【B】ちょっといいですか。まず、私がさっき
質問したことにあなた方、答えてないです
よ。理由。なんで?さっき質問したでしょ?
【A】なぜ村八分にしてるのかって。
【B】なぜ?
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【A】情報を一切、与えないって。
【B】なぜ情報を出さなかったの?教えて。
【市役所】元々お願いして、したのかもしれ
ません。活性化の中で頑張ってこられた。だ
けど、企業にしても???にしても、最初に出し
た方針に、方針転換ってのがあるじゃないで
すか。逆に言えば、トップが代わられた、代
わられたなら『今までやってること、今、活
性化でがんばってます』と、で、また説明に
来られて『こういう風に引き続きやりたいと
思います』と、企画書も計画書もない、ずっ
とナイトクラブをされてる。
【A】ただね、対外的に関係ない、完全に自
分のところのね、完結する話だったら方針を
変えていいですよ。対外的に関係あるんだっ
たら、そっちが言うべきなんですよね。変
わったんだったら。
【B】そうです。その通りです。
【A】例えばね、政権交代、自民党から民主
党にしたからといって、安保条約を破棄して
通ると思う?そんなこと。アメリカに対して。
【市役所】最初に貸したとき独占があって、
我々が・・
【A】独占してないって、別に。
【市役所】独占・・・
【A】みんなに対して貸し出ししてるでしょ?
【市役所】貸し出ししてます?
【A】実際やってますよ。三角の人でも。若
者。
【市役所】?????がない(?)ピラミッドの中
の。
【A】イベント主催。利用してるんですよ。な
んでそれがダメなの?意味わかんない。
【B】そもそもあなた方の計画が何かあるら
しいですね。そういった計画を、こちらに対
して『どういう風な事情で、どうなってます
よ』という話が何でこなかったんですかって
ことを僕は聞いてるんです。理由を教えてくだ
さい。
【市役所】元々、何でこなかったのかという
よりも・・・
【B】こなかったのかというよりもじゃなく
て、理由を教えてください。
【市役所】県の????なんですよね。県の権限
委譲で市に貸してある。で、市が貸してます。
市の貸し方に関しても県側の知事が適正な貸
し方にしなさいって指導がありました。
【A】どういう風に?内容は?
【市役所】独占じゃなくて、まっさらにし
て、次に借りたい人が・・・
【A】独占って何?何を独占してるの?独占し
てないじゃん。
【市役所】荷物を置いてある。
【A】だったら最初から置かせるなって話。
【市役所】置かせたことをね・・
【A】だったらね、あそこはコンクリートの
単なる廃墟じゃない。どう使うの、あれを。
【市役所】そういうのをまともに説明する必
要があるのかどうかっていう話ですよね。
【A】何か言った?
【B】何?何だって?説明する必要がないって
言った?どういうこと?意味がわからない。
【市役所】元々、貸し出しが日貸しで貸し
て、何々がしたいってことで貸し出すって方
向で今やってるんです。
【A】だから話が違うんだよね。最初の条件
と。

【市役所】Aさんの頭の中ではですね、その
機材を置いていいとかどうとかいうのがどこ
かの時点であったんですかね。
【A】だったら使えないでしょ。あんな建
物。コンクリートオブジェね、単なる。で、
エアコンどうなってるか知ってる?あそこの
中。
【市役所】はい。空調が効かない。
【A】まず冷房あるでしょうか?知ってます?
【市役所】冷房はない。
【A】暖房はあったと思う?
【市役所】暖房はストーブ。
【A】ストーブは持ち込んでるの。もともとな
いよ。
【市役所】持ち込まないといけない。
【A】そんな建物で、しかもイス無いんだ
よ、何脚かしか。で、どうするの?それを。使
えて言って。使えるわけないじゃん、そんな
建物。必然的に何か持ち込まないとどうしよ
うもない。だったら、何に使えるの?何も入れ
てない状態で。
【B】だから、何も使ってくれるなというよう
なことをあなた方は言ってるわけだ。
【市役所】使ってくれるなじゃなくて・・
【B】使ってくれるなというのと一緒だろう、
ばかもん。
【市役所】Aさん、いろんな苦労をかけられ
て、あそこは空調も悪いし、大変なことされ
て、逆に我々もそう思ったんですね。前の市
長がお願いしたから、いろんなことに活性化
されて・・
【A】だから感謝しましょうよ。宇城市として
は。
【市役所】ただ、もうそこまで苦労をかける
必要もないかと・・
【A】いやいや。うちはまだ継続しますよ。
【市役所】うちは県からの指導があって、適
正な貸し方にしなさいってことになってる。
【A】で、どうするの?その後。当然、あの状
態から何に使うの?相当お金かかるよ。まとも
な空調にするだけで数千万ですよね。そんな
予算を突っ込むの?あそこに。
【市役所】当然、所有者は県ですから、県と
話はせんといけんですね。
【A】今頃、予算つけるんだったら前宇城市
長が頼んだことやろうよ。前宇城市長が頼ん
だときに。そうしたらうちも全然、関わらな
かったんだから。
【B】頼まれたから・・・いいですか?説明す
ると、まず前市長がこちらのAさんに頼んで、
何とかしてくれって泣きつかれて、『わかりま
した、人助けのためにやりましょう』と、そ
こを有効に使って、うまくやって、苦労も
あったんだけど、うまく軌道に乗せるのに、
本当に試行錯誤してきて、じゃあこれからそ
こそこ集客も少しずつ増えてきたかなという
ところで、あなた方はそういう風な努力をし
てきた人に対して、この条例で、荷物が置い
てあるから、これ全部撤去して、どうたらこ
うたらいって出て行けってわけわかんないこ
と言ってるわけですよ。
それって結局、人が一生懸命、やって来てい
ることに対して、あなた方は二重に、相反す
ることを言ってるわけですよ。そんなんだっ
たら、あそこは最初から全部、ぶっ壊して更
地にすれば良かったじゃない。
【A】っていう話も提案したんだよね。うち
に最初に話を持ってきたときに。そうした

ら、『減価償却が終わってない』とか、『用
途変更はできません』とか、わけわんないん
だよね。そもそも。単なる県の中の都合。県
庁の都合。
【市役所】県ですね、たぶん今の話。あるん
ですよね。そういう規定みたいなのが。
【A】だから、やめましょうって。そういうく
だらないことは。
【B】要するにこういうこと。お宅さんは、
さっき話してることっていうのは、あそこの
建物は県だから、うちらは要するに、どうこ
うすることはできんから知らんってことだ
よ。
【市役所】“知らん"ではない。適正な貸し
方っていうのが・・・
【A】適正って何?
【B】その適正な貸し方っていうのも意味わか
らないんだよね。正直言って。
だって丸投げしてるわけでしょ、この人に。
宇城の前市長がこの人に丸投げしてるわけ
じゃない。継続してやって来てるわけで
しょ。そこで、適正な貸し方だ、なんだって
おっしゃるんだったら、最初からなぜこの人
に貸したの?
【市役所】だから、前市長が貸したときに、
契約書がなかったんですよね。我々が気づい
たときには。
【A】それで?知らないよ、そんなの。
【市役所】本来は公共施設関係は・・
【A】それは、そっちの理屈。
【市役所】だから、ミスですけども、我々は
それをちゃんと適正な形に戻さなくちゃいけ
ない。
【A】だから、市長がね、口約束であっても
契約になるんだよ。法律上は。書類無くて
も。これは民法あるよね?
【B】ということは、あなた方は・・・
【市役所】逆ですよ、逆。逆を考えて、仮に
に書類が無くてもそれが有効となるならばで
すね、今までの状態をいつまで続けるんです
か?
【A】ずっとやりますよ。
【市役所】いつまで?ずっと?
【A】ずっと。100年くらい。
【市役所】(笑)
【A】まあ建物がどのくらい持つかしらんけ
どさ。
【B】少なくともお宅さんは建ててるんだか
ら、減価償却は考えてるんですか?ちゃんと。
【市役所】ちょっと、今まだ話がちょっと。
【B】あ、失礼。どうぞ。
【市役所】まあ100年っていうのは冗談で
しょうけど、ずっとされるってことあります
よね。あそこの所有者は県、貸し出しは宇城
市がやってます。他の方が借りたいとか、来
て、貸し出せる状況でもない。
【A】貸し出しの話、きたじゃん。前に。去
年。『いいですよ、協力します』って話に
なってるじゃん。
【市役所】それはサマーキャンプか何かの話
でしょう?
【A】いや、違う違う。ワンピースか何かの
話。なんか漫画キャラクターの件で夏にイベ
ントやりたいって話。去年の1月くらいに。協
力しますよって話になってたじゃないです
か。で、話消えたから、話が流れたのかなっ
て私は認識してたんですよね。
で、あと幼稚園の人が借りたいって来たとき
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も、是非、使ってくださいって。ただ、『段
差が多いのでお子さんが大変だと思います
よ』ってアドバイスはしましたよ。
誰も排他的にしてない。だから、占有っての
はね、排他的使用でしょ?そんなことやってな
いもん。
【市役所】まあ不特定多数の人が借りたいっ
て言ってきたときには、気軽に借りれるよう
な施設であらなければ…
【A】そういう風に出してるもん。広告も。し
かも金額ゼロ円ですよ。建物使用料。会場使
用料。それで使ってくださいって。いろいろ
こっちは責任を持ちますよ。施錠とかいろい
ろね。管理は。使用は是非やってくださいっ
て。
【B】あのね…
【市役所】Aさんの中で、他に使う方を選ん
で…。募集があるじゃないですか。使いたい
ですよって。ゼロ円サマーキャンプとかあり
ますね。その時は私に言ってくださいっ
て????。
【A】そちらに言われてもこちらの話としては
協力しますよって話ですよ。
【市役所】その貸し方が…大丈夫ですか?本
来、県の施設でしょ。使用願いが出て、使用
許可書を出して…。Aさんは『使用はどう
ぞ』って形でやってますよね。
【A】例えばね、
【市役所】Aさん自体が使うんじゃなくて、
第三者の方に貸してる・・
【A】だから、完全にうちが関与しないとき
は宇城市役所に申請出して、使って良いって
話までしてるんだよ。
【市役所】でも、そのお客さんはいない。こ
こ一年間はいない。
【A】市役所に来た?その話は知らない。
【市役所】三角支所の使用許可は…
【A】だから、それをうち以外が借りる場
合、直接、申請書を出して、それに対してう
ちは文句言わないよ。言った実績はないし、
『そういうことはダメです』って一言も言っ
てないですよ。ただね、まあ、フルに使えば
いいじゃんって話。
【市役所】あれだけの機材を触ったりとか、
トラブルがあったりとか、それはなかなか無
理でしょ。
【A】それは当たり前の話だよね。県の施設
もさ、一緒じゃん。
【市役所】県の施設、県の備品ならいいんで
すけども・・持ち込んだやつですよね?
【A】そんなのさ・・
【B】あのさ
【A】言わないって、いちいち。過失の場合、
言わない。わざわざ破壊行為をしなければ。
【B】お宅さんね、ちょっと言わせて。はっき
り言っておもしろいなと思うんだけど、ほと
んどあそこはがらんどうで、何もないわけで
すよ。結局、何か持ち込まないと使えないで
しょ、実際。
【A】最初から何かしたいんだったら、県な
り、宇城市の予算で設備をやって、それを“ウ
イングまつばせ"みたいな使い方で、市民に使
わせれば全然問題なかったんですよ。
それを予算がないからと言って話をするから
こういうめんどくさいことになったんです
よ。
【B】ホント、そうだね。

【市役所】リセットして、???してくださいっ
てお願いして・・
【A】今さらリセットっていうならね、最初
から話を振るなって。
【B】こっちは行政の法令なんか知らないもん
ね。知らないし、関係ないもんね。こっちは
善意で動いていて、善意で動いてるのに、な
ぜこんなことをやられるのか。
しかも新しく何?地域の活性化であなた方は計
画やってるのに、我々はその話すら知らな
い。今日初めて僕、知りましたよ。なんです
か、これ、一体。
そもそも何にもないがらんどうのコンクリー
トのハコだけ与えて、『じゃあ何か使ってく
ださい』って勝手に言って、本当だったらあ
なた方ね、市町村、地方行政のものなんだか
ら、全部そういった何に使うのかとか、あな
た方が予算をつけて動かさなきゃいけない、
やらなきゃいけなかったのに、やらなかった
わけですよ。それでね、何とかしてくれってい
う風に、お金が下りないって泣きつかれて、
『しようがないな、自分とこの資材を投じて
やりましょう』っていう風に善意でやってる
人に、一生懸命やってる途中で、都合が変わ
りました、はい、出て行ってくださいって、
それはないんじゃないの?おかしいんじゃない
ですか?
そういうことですよね。法令だかなんだか知
らないよ、こっちは。おかしいでしょ、そ
れって。常識的に考えて。
【市役所】・・・。
【A】ん~じゃあ、前宇城市長がまずいってこ
とかな?
【B】うん、そういうことだね。
【A】だったら前宇城市長を告訴したら?
【B】告訴したら?刑事告訴でも何でもした
ら?
【A】うち、どっちかっていったら詐欺だよ
ね。
【B】そう。被害者だよね。
【A】うん。って話ですよ、これ。行政の中の
ルールとか知らないって。民間人は。当然。
それを後でゴチャゴチャ言われたらもう。だ
から早く先に、それを黙って、結局、投資さ
せてるわけよ。時間も人員も機材もね。相当
なもんですよ。それをさ、そういう詐欺で、
財産をそういうことさせたら詐欺の要件です
よね。
で、宇城市が今、違うって言うんだったら、
じゃあ誰が責任者でしょうかって話。それ前
市長でしょ。前市長を告訴しましょうよ。ね?
うちも証言に立つから。
【B】う～ん、という話だよね。
【A】うん。で、たぶん行政法を逸脱してるん
だよね。市長がやってること。ただ、うちは
知らないもん。そんな法律、行政の中の法律
とか。でしょ?
一般の刑法だったら、だいたいわかるよ。世
間常識として。でも、そんなことはわからな
いもん、それは。
【B】だって、普通だったら何か、あそこの何
にもないハコの中で何かやろうとしたら、持
ち込むのは当たり前じゃないですか。
【A】何にも使えないもん。あの状態だった
ら。
【B】だって、イスもなかったんでしょ?

【A】うん。何できる?逆に何ができるか聞き
たい。うちが持ち込んだものが無い状態で、
何に使えますか?
【市役所】まずイベントが目的っていう日に
ちがあって、その度に持ち込んでってい
う・・
【A】そんなことができるわけないって。あの
デカイとこでイベントやるのにね、機材持ち
込むなんて誰もするわけないじゃん。毎回、
持ち込みとか。どれだけコストかかるかわか
りますか?人員どれだけいるか。人員動かすの
にどれだけコストかかるかわかりませんか?
【B】ってか、そんなにおっしゃるんだった
ら、あそこの設備を丸ごと買い取ったら?お宅
さん。そういう風にした方が話、早いんじゃ
ないの?
【市役所】出て行って頂きたいというなら
ば、今の????。今までかかった経費とか、そ
ういうことがいろいろあるってことで言われ
てるんですかね?継続したいっていう…
【A】いや違う違う違う。責任問題をはっき
りしましょうよ。正義はどこにあるのかって
いう。誰が悪いのかって。
【B】はっきりさせてほしいですよね。
【A】金の問題とかじゃないって。だれがそん
なことやってて、こうなっちゃったのか。明
らかにしましょうって話。
【B】あのね、はっきり言ってね、僕も実はA
さんとはいろいろまあ友人なんですけど、基
本的に普通の人だったら、これ、お金の問題
になりますよね。でも、お金の問題はあえて
出してないんですよ。わかりますか?理由。
【A】っていうかね、金の…
【B】ちょっと言わせて。答えさせたいから。
なんでなのかっていうのはわかりますか?答え
ていただけますか?なぜかわかる?
【市役所】…。
【B】わかんないでしょ?黙ってるってこと
は。
あのね、それはね、この地方の今のホントに
閑散とした状況を見るに見かねてるから、こ
ういうことをしてるわけですよ。わからない
ですか、それは。ホントにひどい状況になっ
てるわけですよ。
【A】で、実際さ、一年後だったかな。一家
心中あったでしょ、すぐ近くで。あれに対し
て市役所は、市民税を払わないからっていっ
て車をロックしたりしてるじゃん。商売道具
の車。あの人達を知ってるんだよね。ピラ
ミッドやったときに、最初のたぶんオープン
の年に、人が集まったときに、たこ焼きを売
りに来てくれて、そこで知ってるのよ。『頑
張ってくださいね』って言われてたの。あそ
この家族を知ってるのよ。店に何回か行って
るし。で、その人、確か翌年、2008年?書い
てあるよね、それ(※郵送した冊子)に。
【市役所】自動車の、あの…(手で飛び込むそ
ぶり)
【A】そう。そういうことがあると予測した
んだよ、我々は。だから、やったんだよ。身
銭切って。もうね、そろばん勘定でいった
ら、絶対合いませんよ。絶対、あんなとこ。
それだけで言ったら手をつけないのが正解で
すよ。ただ、それでもね、そういうことが起
きると思って・・。ホントにね、地域のため
を思ってやったんですよ。実際、その時に
言ったんですよ。市長に。『たぶん、そうい
うことがこの町で将来起こりますよ』って
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言ったの。だから、『頑張ってやりましょう
ね』って。やっぱ起こったよね。しかもさ、
それ、直接の原因は車ロックしちゃったで
しょ?生活の糧を得るための手段を奪っちゃっ
てるじゃん。
【B】あ～ってことは、あなた方が殺したんだ
ね。
ヤクザよりひどいよ、やってること。
あなた方が殺したんですね。うん。殺したよ
うなもんだわ。
【市役所】殺したわけでは…
【B】いや、殺したんだよ、あなた方は。
【市役所】いや、ちょっと待ってください。
え～…
【B】いや、悪いけど殺してるのと一緒じゃな
いですか。
【市役所】複数台、持っとらしたけん、
【A】飛び込んだ車はロックされてないよ
ね。
【市役所】ええ。必要分は残してロックした
わけで…
【A】ただ生活の糧、商売をするための車を
ロックしちゃってるじゃん。移動販売の。
【B】ひどいね。
【A】あの車でね、ピラミッドの周りにたこ
焼き売りに来てたのよ。あの車だったもん、
写真見たら。そういうことやってんのよ。
【市役所】…。
【B】それ、まずいよ。
【A】そういうことになる、あそこの町の状
況を見てね、そういうことになるだろうと
思ってね、やったんだよ。で、実際、今、何
軒またさらに減ってる?お店。ラ・ガールの中
も昨日行ったけど、日曜日、閉店してるよ
ね。早い時間。夕方。撤退してない?奥のラー
メン屋さんとか。あと駅前さらに店閉まって
るような気がするけど…。
【市役所】実際に三角の活性化をお願いした
わけですよね?
【A】うん。
【市役所】で、今まだ発揮せずにきてるわけ
ですよね?
【A】いや、ある程度できてるはずだよ。パ
ンフレットそれだけやってるもん。
【市役所】だけども、今、その月一回ですか?
ナイトクラブで夜、活性化しようと思ったわ
けですよね?
【A】うん。さらに頑張りますよ。
【市役所】我々としては別な形があると言う
ことで…
【A】別な形があるんだったら、『こういう
ことありますよ、じゃあ、こういう風に協
力…』、なんて言うかなあ。妥協点、協力で
きる点が当然あるじゃない。なぜ排除するの?
共存できないってことは殲滅するって意味で
すよ。殲滅って言葉、知ってる?
【B】あのね、はっきり言っていいですか?
私、実は、嘉穂郡の桂川町ってところが実家
なんですよ。うちの比較的近い、大きい都
市ってなると飯塚市なんですよ。僕は子ども
の頃、母親と一緒に飯塚市の商店街とかに買
い物をしたりとかしてますよ。町とかで本当
ね、その中で暮らしがあったんですよ。今そ
この暮らし、十何年後に行って、その暮らし
もうないんですよ。もう夕方の6時半と7時と
か、みんな金曜日だって言うのにシャッター
全部閉まってるんですよ。わかりませんか?こ
の状態。

【A】あとね、皆さんね、例えばその周辺で
商売なくなっても給料は保障されてますよ
ね、今。そういう身分だよね。だから、結局
さ、三角の店が減ろうがあんまり関係ないん
だろうね。
【市役所】それは失礼ですよ。
【B】と思う。関係ないだろうが！
【市役所】だから活性化のために…
【B】活性化してる人間をなんで足引っ張るん
だ!!
【市役所】活性化しようと思ったわけです
よ。我々とは考え方が違うと。
【B】考え方が違うんだったら、なんで違うっ
て、なんで我々の方にこういう考え方があ
るって話をしなかった?
なぜ!?
【市役所】机を叩くのやめましょうか。
【B】ふざけるな、ばか！
【市役所】バカじゃない。
【B】何がバカじゃないだ！バカにバカって
言って何が悪い?答えろ！
【市役所】落ち着いて。冷静にやってくださ
い。
【A】まあまあ。
【B】じゃあわかった。答えなさい。なんで
だ?なぜだ?
要するに町の、地域の活性化の計画化がある
という話をなんでAさんに持ち込まなかった
の?
だって、彼はそれで一番前で動いてる人で
しょう。なんでそういう話を出さないで、密
室で勝手にこそこそこそこそやるの?それおか
しいでしょう。それはなんでなのかって理由
を私が聞いてもちゃんと答えてくれないじゃ
ないですか。あなた方。何なんですか、一
体。
【A】考え方が違うんであれば話し合いっての
が当然、世の中あるじゃない。なんでしない
の?
【市役所】考え方が違う????けども、行政の
やり方…。
【A】それもね、『こうこうこうなんで…』っ
て話し合いをしないで、いきなり退去しろっ
て話になっちゃうわけ?もうおかしくね?そん
なの。社会常識としておかしいよ。
【市役所】いや、Aさん、貸し方だけはです
ね、さっきおっしゃるように前に機材を入れ
て良い、いろいろ市長からお話があったって
言うことはですね、まあ、あの…完全ではな
いですけど聞いてはおるんですよ。誰が市長
とコンタクトされたとかですね。ですから、
私達、たまたま23年度から来たんですけど
も、今、海のピラミッドの中にですね、クラ
ブ系で借りてますよね。1ヶ月で今だいたい平
均してどれくらいですか?23年で一月に1回と
いうくらいですね。去年の4月から7月くらい
までなかったですもんね。
【A】あれは改修をやってたからね。システム
の。
【市役所】あ～そうですか。
【A】それで始めようと思ったら3.11だった
んですよ。
【市役所】3.11…あ～大震災ですね。はい。
【A】うん。それで他のこと、サマーキャンプ
とかいろいろやってて、そっちのほうをやっ
てて、しかも状況的にね、音楽かけてね、楽
しいことやるってできないでしょ。去年の情
況だと。で、いよいよ始めようと思ってた

ら、11月にそういう風に出て行けって話。っ
てとこが現状ですよ。
【市役所】先程の質問からすればですね、そ
ういうお話があったんですけれども、やはり
私共、貸し方、借り方というのはそうい
う????同じ感覚なんですよ。使用願いを出し
て、使用許可書をもらって、そういうやり方
なんです。
【A】だから、コミュニケーションしましょ
うよ、話し合いしましょうよって話。こっち
はチャンネル開けてるんだからさ。拒否もし
てないでしょ、全然。話し合い。
【市役所】いや、それはだけん…三角支所か
ら連絡あったときに、Uさん辺りに連絡し
た…
【A】でも一方的な。話し合いの態度じゃな
いもん。で、いきなり、挙げ句の果てに出て
行け。で、後は話し合いしないで弁護士に投
げちゃって。話し合いしませんって拒否で
しょ。しかも『共存できない、話し合いでき
ない』。それどういうことって話。
【B】しかも理由も教えてくれない。
【市役所】12月の2日と18日にAさんのとこ
ろに行きました。で、そこで話をして、もう
要するにこう…なんていうんですか…
【A】いや、一方的だもん。
【市役所】折り合い点がない…
【A】折り合いじゃない。一方的。そちら
の。こっちが言ってること全部、黙殺。それ
話し合いじゃねえもん。
【B】あのさ、これね、知ってる?これ
USTREAMで全部…多くの人が見てます。録
画してますからね。話すことよく気を付けて
話した方がいいよ。はっきり言って。うん。
【A】だからさ、前市長を告訴しましょう
よ。
【B】という話になりますよね。
【A】ボタンの掛け違いって話でしょ。いろい
ろ齟齬があって。だったら、どこでどうなっ
たか明らかにしましょう?そこからですよ、話
は。
【市役所】…。
【A】告訴してくださいよ。たぶんそのそちら
のルールからいうと、前市長がやったことは
逸脱してるんでしょ。ちゃんと責任を取らせ
るのが筋だと思いますよ。
【B】うん、そうだね。
【A】まず、それをやってから話し合いをしま
しょう。まあこういう犯罪人がやったことな
んで、ごめんなさいねって。
【市役所】…。
【A】ということでしょ。宇城市と私、何も
関係なくて、そっちから話を振られてんのよ
ね。
【市役所】我々からすると貸し方のリセッ
ト。
【A】いやいや。リセットする前に、なんでこ
ういうことになってるのかっていうことを
ね、明らかにしましょう。裁判でもなんで
も。私も裁判に出るから。証言も立つから。
資料もたくさん残ってるから。やりましょう
よ。
【市役所】逆に裁判で返してください、出て
行ってくださいって、こちらがお願いすれ
ば、そっちの方があの…
【A】その前にその最初の原因を解明すべき
だよね、筋として。それがあってこういう話
になってんだからさ。
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【市役所】…。
【A】でしょ。こっちは何も法律に違反する
ようなことやってないもん。そちらの中の
ルールでたぶん市長と市役所、今の体制とこ
ちら。たぶんそっち側の問題なんだよね。問
題起こってるのは。『そういう権限を越えて
勝手なこと市長がやりましたって裁判でやっ
て、そういうことだったんで、ごめんなさ
い』って、こっちに謝るべきですよ。
【市役所】…。
【A】知らないもん、そっちの中の話とか。
市役所の中の話は。どういうシステムになっ
てるか。
【B】頼まれたからやってるだけでしょ?そう
でしょ?
【A】うん。で、投資してるんですよ、かな
り。人員もお金も。
【市役所】まあ、前市長が頼まれたからやっ
たと。で、今度はそれを変えたいからという
ことでお願いしてるわけですよね。
【A】お願いじゃねえじゃん、言ってること
が。一方的じゃん。『出て行け、コラッ』
て。
【市役所】言い方はそんなんじゃない。
【B】うん、でも、そうだよね。
【A】送ってる書類がさ、『出なかったら強
制的に行政執行やります』って話でしょ。
で、その費用は全部、差し押さえしますって
話。それ権力の行使だよ。
【B】で、さらに言えば、どうして要するにあ
そこを引き払うのか、引き払った後、あなた
方はどういう風に町を興していくのか、そう
いったビジョンに関して説明してくださいっ
て言っても、きちんとした形で説明もできな
いまま…説明もされていない。どういうこと
ですか?これ。だって理由がわかんない。おま
え出て行けって言われるなんて。例えば民間
の賃貸のアパートやマンション借りたりとか
する場面ではあり得ないことですよね。まず
あり得ないことです。
【市役所】…。
【A】この間、11月に来てるでしょ。あれか
ら何ヶ月?もう4ヶ月くらい?そろそろ何か多
少はできてんのかなと。あの時は全然できて
ない、ノープランか何かだったですよね。
『そろそろできたのかなぁ』って楽しみに来
たんです。今日は。
【市役所】11月の2日。ですよね。最初の話
し合い?
【A】当然、あの辺で出ろって話だから、あ
る程度は話ができてて、まあ具体的にいろい
ろ話してる途中かなと思ったんだけど。何も
できてないの?
【市役所】…。
【A】それで出て行けっていうの?それで世の
中、通るわけないじゃん。そんな話。
【B】だから、なぜっていうところの説明もな
いんですよね?『どうやって使いますから申し
訳ないんですけど、何月までに立ち退いてい
ただけますか』って話するのが筋でしょ。せ
めてね、『ありがとうございます』くらい、
こっちに一言あってもいいと思いますよ。
【市役所】…。
【B】少なくとも。身銭切って、あなた方がで
きなかったことをやってるんですから。『あ
りがとうございます』の一言くらいあっても
いいんじゃないですか?
【市役所】…。

【B】三角の人達を助けてるんですから。『あ
りがとう』くらい言ったらどう?
【市役所】…・。
【B】なのに、何ですか、これ?実際。『立ち
退け』なんて。それで、立ち退けっていう理
由も教えてくれない。
【A】結局ね、『頑張ってください』ってメー
ルもくるのよ。100%こっちに対して出て行
けって誰も思ってないですもんね。『頑張っ
てくださいね』って。あと、『市長がもうす
ぐ代わりますから、それまで頑張ってくださ
い』とか言ってる人もいるんだよ。この間、
日曜に言われたもん。直接、地元の人から。
【市役所】…。
【A】じゃあ100%の民意じゃないってことだ
もんね?それ。実際、証拠もあるのよ。メール
何通も来てるし。
【市役所】…。
【B】じゃあさ、僕なんかは神奈川県に住んで
るけど、Aさんの、こう困っているからってい
うんで、僕も何かできることはないかなと
思って、ここまで来てるんです。神奈川県か
らここまでね。そのこともちょっと考えて。
【A】だから、100%の民意じゃなければ話し
合いが必要だよね?当たり前の統治の仕方だと
思うよ。
【市役所】…。
【A】…やっぱり、あれ?あの市長の…市長選
のいろんなごちゃごちゃの話?これ。
【市役所】いえ、違います。
【A】違うの?
【市役所】その、ただ貸し方があの…先程言
いましたけども、他の人に貸すとき、一応、
了解????貸し方が…
【A】県はね、この間いったらね、『使って
もらうのはいいことですよ』って言ってまし
たよ。だからその、後がちゃんと使うならま
だいいって。それは。
何もなくてさ、それ閉鎖じゃん。で、あそこ
待合所にするって言ってさ、チケット売り場
から上げるの?で、階段降ろすの?桟橋に行く
のに。バリアフリーするのに…
【市役所】中に入って抜けるってことになっ
てるでしょ。左側に。
【A】こう上がるでしょ?
【市役所】少し上がってます。
【A】で、また出るときに階段を降りないと
いけない。しかも、あの地盤沈下して段差が
さらにできてるじゃん。知ってる?
【市役所】…ん～…
【A】ブロック一個分くらいできてるじゃ
ん。あそこをまたバリアフリーにするために
スロープ作る?スロープ一回上げてまた降ろ
すって無理ない?それ。今時。
【市役所】…。
(51:16)
【A】だったら、あそこの入り口のせいぜい
チケット売り場だけ活用して、外を移動した
方が良くないですか?それか今ラ・ガールで
やってるならいいじゃんって感じですけど
ね。
【市役所】…。
【A】で、それだけにあそこの300坪の建坪の
さ、巨大な建物を稼働させるほど乗客ある?
【市役所】…。
【A】待合ってその船でしょ?たぶん。本渡行
きの話でしょ?

【市役所】…まあ本渡行きとシークルーズの
周遊ですね。
【A】うん。そんなにたくさん来る?
【市役所】?????(この辺りから声が一段と小
さくなる)
【A】今、何人くらい?赤字ぶっこいて補助金
つけてんでしょ?また。
【市役所】????。本渡行きはありましたよ
ね?今まで。
【A】あれ、たぶん赤字でしょ?当然。
【市役所】周遊はまだです。周遊は今から…
予定はいつになるかまだわからない…
【A】せいぜい採算合うのは土日だけでしょ?
【市役所】????
【A】全然独立でやってんの?本渡行き?採算
合ってる?
【市役所】???
【A】何人かくらいしか見たことないもん。
【市役所】あそこの上天草からですね、あっ
ちの方から出てるみたいですね。宇城市から
じゃなくて。
【A】あ、そうなの。
【市役所】????
【A】っていうか、そもそも陸路で行けると
こに船で行く必要あるの?同じ時間で。しかも
車よりさらに天候の影響を受けて交通機関と
してはあまり…どうなんですか?
【市役所】平日は????。日曜、土日はA列車
と系列して…そのセットで行けるような形に
なってます。
【A】まあ、それはそれでいいけどさ、それ
に対して300坪のコンクリート、しかも空調効
いてない建物、で、バリアフリーと言い難い
建物、稼働させるのはいかがなものかって。
それいろいろ改造やってると、たぶんちっ
ちゃいの建てた方が安いよ。ラ・ガールの駐
車場とか。そっちの方が乗り降りしやすい
し。
【市役所】…。
【A】っていうのを考えませんか?普通。
【市役所】????
【A】いろいろ考えましょうよ。
【B】考えてくださいねぇ。だってまあ結局、
立ち退くってことに仮に仮定したとしても、
あそこの建物は残るわけですよ。じゃあ、あ
のまんまね、朽ち果てさせてそのまんま放
置ってことになったら、勝手に、例えばです
ね、誰か不審人物が入ってきて、あそこで何
か犯罪を起こしたりとか、そういったこと起
きますよ。はい。
【A】三角の町からするとさ、駅前の巨大な
建物を廃墟にされたらたまんないって話で
元々こっちにきてる。ってか、だったら、そ
もそもね、地元でやるべきなんだよ。
【B】そうそうそうそうそう。
【A】最初のイベント幻灯祭で協力したけど、
『じゃあ、あとは地元でやりませんか』って
言ったのね。こっちは退いてんの、本当に。
結局ね、話し合い、飲み会やってね、あれや
る、これやるって話出るじゃん。もう、年末
カウントダウンやろうとか、バレンタインや
るとか。一回もやった試しがない。飲み会で
話が盛り上がって、じゃあ一本締めでって
言ってそこで終わって、翌日、誰もしない。
そんな状況を見かねて、市長が『やっぱり何
とかしてしくれ。だけど、予算はなんとか県
から取るから』って話でやったけど、結局、
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県もあんなさ、熊本県の端っこの僻地の建
物、しらないとか…。
(【市役所】逆に???が考えてるのは苦しい状
況で、いろんな形で????して、ナイトクラブ
をやっておられるってのが現状でしょ?今。結
果的にやっておられるのは。
【A】ナイトクラブのつもりはないけどね。
まあイベントですよね。音楽の。
【市役所】????どこでも活性化っていったら
地元の力ですよね。地元が継続的に地元の住
民???の中で、いろんな発信ができて活性化
が生まれるっていうのがほとんどですよね。
そういう形で????したけども、どうやってき
たかはわからないけど、今後は本当に地元の
活性化委員会で地元たちで考えて。地元がど
う進めるかって…
【A】そのね、ピラミッドの最初の時もね、
なんだっけな…“三角なんとか隊"とかいろい
ろ作ってんのよ。結局やらないのよ。
【市役所】“どげんかせなん隊"か何か。
【A】何かあったよね。ホント、やれよ～って
感じ。もうそんなのずっとやってるじゃん。
そもそもね、市長がうちに投げたのも、なん
だっけ…どっかのゼネコン系のコンサル会社
に、ここの役所から200万くらい、助役かな
んか、お金、200万円決裁できたんだっけ?そ
の当時。そういう話?その決裁権限で投げたん
だけど、結局出た話がね、あそこのピラミッ
ドを図書館にします、駅前のちょっといろい
ろ…あのバラックみたいなのあるでしょ?
ちょっと廃屋。ああいうの全部、周辺の閉
まってる店、全部、更地にして、きれいに公
園にして図書館にしますって。それで…
【市役所】ピラミッドのとこですか?
【A】そうそうそう。そういう話。たぶん、
何か書類残ってない?何かいろいろそういう
話、聞きましたよ。いろんなとこから。結
局、それでダメだと思って、なんとかしよう
と思って、話が来た。
【市役所】…。
【A】図書館って誰が使うの。っていうか、図
書館あるよね?あそこの三角に。
【市役所】うん。庁舎の裏にね。
【A】更地にするとかさ、まあ、寂れてると
はいえ、商店街。それ町のためにならないか
らってしたのね。かといって、予算があるな
らあそこホールにできるよ。彼、けっこうク
ラシックとか、東京関係知ってるからさ、あ
の建物をそういう転用できるんだって。構造
的に。
【B】あの～残響がある程度ありますから、
小規模なそういう室内楽の演奏、うまく手を
加えれば演奏することは私、可能だと思いま
す。普通の多目的ホールだと残響があまりな
いので、演奏する空間とかにはあまり適して
ないんですよ。クラシックとかの場合は。実
を言いますと。だから、そういう意味で言え
ば、あなた方があそこに対してお金をきちっ
と投入して、ちゃんときちっと人を呼ぶ仕掛
けさえすれば、あそこの地域というのは発展
する可能性はあります。なぜならば天草もあ
りますし。観光地の天草もあるでしょ、車ど
んどん通ってるんですよ。そこに要するに
寄ってもらう仕掛けを作るだけで、地元の経
済は活性化するじゃないですか。
ところが、あなた方はそういう風なことを暗
中模索でやろうとしているような、アイデア
を出してやろうとしてる人を、例えば行動に

関してあなた方は出て行けって言ってんの?
じゃあ、出て行くのはいいんだけど、出て行
く代わりに今の現状の、本当に追い詰まった
状況に対して、あなた方はどういう風にその
問題に取り組むんですかって聞いても、ちゃ
んと具体的な形できちんとしたプランを出す
ことができていない。
【市役所】いや…
【B】それ出すことができていないっていうこ
とはどういうことなんだって。
【市役所】理由はあるんですよ。地元に???
ができた。全て行政が計画して『こうしま
しょう』っていうやり方で今までは良かった
んですよ。行政がこういう風にやる、そうで
はなくて、地元の中でじっくりやって考え
て、行政と同じ???で作り上げましょうって
ことで活性化委員会を作ろうとしてるんで
す。
【B】ですよね。
【市役所】だから今、本当に行政が『こうし
ましょう』ではなくて、地元と一緒になっ
て、地元はどうしたいですかって、そこが今
の企画なんです。
【A】前もそういう話出たけど、何もできな
かったんだよね。
【B】それをわれわれはやろうしてるんじゃな
い。
【市役所】どうにかしなくちゃいけないんで
すよ。
【B】できないだけじゃいかんのですよ。どう
にかしなくちゃいけないんです。だからこ
そ、いろんな人が集まるような仕掛けを作ん
なきゃいけないじゃないですか。
【A】それとね、あとね、我々それで地域の
ためにやったんだけど、『考え方が違う』で
排除するでしょ、すると、また同じこと起こ
るの。同じ悲劇が、たぶん。何人か集まると
意見は違うよ、当然。意見が違うで排除した
ら、そんなことやってうまくいくわけねえ
じゃん。
【市役所】まあ、排除という…
【A】排除よ。出て行けって。
【B】出て行ってくれって、しかも出て行った
後の…
【市役所】????今されてますよね。あれ、今
後どう考えてるんですか?
【A】ん?
【市役所】そのまま、その、まだ活性化…
【A】やりますよ。この間、言ったように結
婚式も予定されてんのよ。5月くらいに。した
いっていう人いるのよ。それ大々的に全国か
らアーティストまで呼ぶのよ。だけど、こう
いう話になるとね、ちょっと保留になっちゃ
う。
【市役所】ただ、活性化と…
【A】突然、出て行けとか。ゴチャゴチャゴ
チャゴチャ言って…
【市役所】継続的じゃないですよね。単発的
なイベントは活性化にやはりつながらないん
ですよ。
【A】5年やってるじゃん。
【市役所】継続的に、っていうか日々です
よ。何か集客的に(?)ずっと続けていって地元
で…
【A】だから、土日やってくださいって。土日
やってるでしょ?だから平日。さすがにね、
40キロの距離さすがにできないですよ。だか
ら、それやってもらうならありがたいです

よ。平日使ってもらって、カフェやったり。
【市役所】…。
【A】イベントも全然やっていいし。
【B】っていうか私、平日やっていいんだった
ら関わりたいんだけど。
【市役所】機材をあれだけ占有しちゃった
ら、いろんなことできないでしょ。
【A】使えばいいじゃん。
【市役所】人の…中に入ってる物、あらかじ
め別の人のが入ってたら、使い切らんで
しょ。
【A】使っていいよ。
【市役所】いや～それはない。
【A】難しい機械じゃないもん。その辺のオ
ペレーターの人だったら全然できるよ。
【市役所】そういう感覚だろうから、他の利
用がないんですよ。
【A】使っていいですよって。占有してる面積
わずかじゃん。建坪に対して。この部屋より
狭いよ。300坪の建坪。イス二個分くらい。
【B】あのね、例えばだいたいああいう建
物、イベント、あそこの場所、僕見ました。
観察してて僕、思ったんですけど、イベント
会場とかコンサートホールとか、そういった
人が集まるような場所に使うくらいしかたぶ
んあそこ使い道がないと思うんですよね。客
観的に見て。そうなったときに、ある程度PA
装置だとか、観客席のイスとかそういうのっ
て必要なんですよね。だから、別に僕とかが
例えば仮にですよ、『あそこ借りたい』と。0
円で貸してくれると。じゃあ、あそこで何か
ね、ピアノとかなんかわかんないけど、何か
のカルテットでも何でもいいですよ。そう
いった企画をやって、演奏をしたとしますよ
ね。クラシックはまあPA使わないからいいん
だけど。PA使う分野も世の中にはありますか
らね。ジャズとかも使いますし。そういった
場合、PAとかがあった方が便利がいいんです
よ。それを要するに、自分の自腹で使ってか
まわないよっていうんだから別に問題ない
じゃないですか。それは、そこを借りて使う
人とAさんの問題でしょ。あなた方の要する
に言ってることは、そこの建物に関する管轄
があるわけであって、そこの中に入っている
例えばPAとかの問題に関しては、平日に借り
る人達が仮にいたとして、それはAさんの私物
なわけですから、Aさんとその、要するにそ
こを借りる人の問題でしょ。あなた方の問題
じゃないじゃないですか。しかも、Aさんは
それ使ってかまわないって言ってるんだか
ら。どこに問題があるの?
【市役所】…。公的施設に関してはAさんが了
解を得てるから…
【A】だから、それを認めた段階で話おかし
いの。最初の。だから、それを認めた責任者
を告訴しましょうって話。
【市役所】そこに戻るわけですね?
【A】うん。
【B】だから、そんなことはこっちは考えない
わけよ。ともかくあそこを何とかしようとす
るから、じゃあ自腹切ってね、もうPAもちゃ
んと使えるように置いて、使いましょうと。
それでやってるだけですよ。だから、もうみ
んな使って構わないって言ってるんだから。
ね、ちょっといいですか?いいですか?みんな
使って構わないって言ってるのに、あなた方
が『ああじゃない、こうじゃない』ってこと
をゴチャゴチャゴチャゴチャ言ってんだけ
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ど、そのPA自体あなた方の物じゃないんです
よね。彼の、彼が一応、自分の要するに自腹
を切って、そこでみんなで使ってもらおうと
思ってそこで提供してるわけですよね。それ
で、彼はそれを置いたって別に、そこで平日
使う人たちがそれを使っても構わない、その
まましても構わない、邪魔だっていう風に使
う人が言うんだったらまだしも、それに関し
て特に言われてるわけでもないですし、で、
それを『使っていいですか』って言われたと
きにも使えるわけじゃないですか。実際、PA
装置も必要なわけなんだから。
【A】邪魔になるような物量じゃないですよ。
なんかイベントやるときに。
【B】っていうか、PA装置って必要だよ。あ
あいうところ。
【A】どうせ持ち込みしないとイベントでき
ないでしょ。
【B】うん、できないから必要ですよ。
【A】で、あそこの建物に対してPA、どれだ
けの機材があるか…
【市役所】(何か2人で会話)ただですね、他の
方に貸すとしても0円で貸すわけじゃないんで
すよ。ちゃんと貸し賃が決まってるから。
【A】それはとっていいよ、全然。
【B】うん。
【A】別に問題ないもん。
【B】だって0円で借りてきてるんでしょ?今
まで。
【A】いやいや。うち金払ってるよ、毎月。
【B】ああ。払ってるの。ホント～。払ってる
んだったら別に文句ないじゃん。
【市役所】払ってるのは借りてる時だけです
よね?
【A】うん。
【市役所】その、その時だけ。
【A】最初はね、タダでいいって話だったんだ
よね。そもそも。だけど、そういう決まりだ
から、『しょうがないから払いますよ』って
話になってるだけなんだよね。
【B】あそこ、1万5千円で…
【市役所】だから、最初の貸し方は…
【A】あの、ちょっといいですか?『タダで貸
す』って言ってね、????お金いるって言った
ら、それ、詐欺ですよ。っていうかね、もう
市長を告訴する、あの阿曽田清。ね?まずそこ
からって。それ騙されてんのよ、こっち。ホ
ントに。後でゴチャゴチャ条件を変えてくる
し。おかしいもん、話。最初『タダでいい。
もう光熱費もいいです。地域のためにやって
もらうんで、それだけやってもらうんだった
ら、そういうの全部、持ちます』って。
【市役所】…。
【A】まあ、それあてにしてないよ。ただ、そ
ういう話の後で『金くれ、どうのこうの』と
かさ、『何時まで使っちゃダメ』とか、『申
請書出せ』とかさ。『何日まで…』とか。話
が違うもん。最初の条件と違うことでね、投
資させてるわけよ。条件違う、実際に違うっ
て詐欺ですよ、それはもう。
【市役所】…。
【A】告訴されるよ、民間だったら。と、思
わない?普通。『話が違うじゃないの』って、
一番揉めるケースですよ、それ。
【市役所】…。その時のこう何か書面とか
あったら…
【A】だから、口約束でも契約成立なんです
よ。

【市役所】まあ、何かしら、こう(手で書くそ
ぶり)
【A】実際ね、あそこに投資した現実がある
じゃないですか。そこでアウトですよ、そ
れ。ただ裁判所でたぶん、行政の味方だから
さ、そんな感じだとは思うんだけどね。
【市役所】もっと、その～、???何かないか
ということでですね…
【A】だから、話し合いしましょうよ。普通
に。
【B】だからね、仮にね、これね、
【市役所】ちょっと…・
【B】うん、わかった。
【A】だから、その会議に混ぜてください
よ。出ますよ。
【B】で、ちょっと言わせて。もし、これで
ね、こういったことで、例えばAさんを追い
出してね、やるような形を、やるような前例
を、今後ね、作ってたとするでしょ。そうし
たときに、じゃあ、例えば民間の人があそこ
の場所をね、使うことを躊躇するようになり
ますよ。
【市役所】…・。
【B】だって、いつ約束を要するに破られる
か、すぐに要するに反故にされるかわからな
い状態なわけですからね。使わないようにな
る。
【A】中国に進出した会社のね、中国共産党
のリスクと一緒なんですよ。いきなりルール
変えてね、もう資財を没収するとかね、そん
なことやってんの。『出て行け』とか。経営
認めないとか。カントリーリスクなの、これ
はもう。だから、そんなとこに誰も協力しな
いよ。企業とか。個人でもやらないよ。こん
なことやってるって明らかになったら。
【市役所】元々、スタート?????そういう風
にちゃんと契約書を交わすようになってる
じゃないですか。
【A】だから、知らないもん、そんな話。
だったら、そっちから契約書出して、印鑑を
押してくださいって…
【市役所】やってます、???は。
【A】だから、そういうでたらめなことやっ
たのは、そちら。
【B】だからだからだからだから。あなた方
がまずやることは町長さんか、前の市長さん
がやったことの…が、はっきり言って、要す
るに契約違反なんだろうから、だから前の市
長さんをあなた方は刑事告発したらどうです
か?
【A】うん。
【市役所】…。
【A】それが一番いいことですよ。
【B】刑事告発して、『なんてことしてくれた
んだ、損害を返せ』っていうのが筋じゃない
ですか?
【A】こちらが????それで被害者救済。…が
筋かなぁと思うよ。今の市長、それだったら
話に乗るんじゃない?(笑)
【B】(笑)
【市役所】まずは『出て行ってください』っ
て話の中で、それが最大、どれくらい…
【A】いや、違う違う違う。この起こった原因
は何なのか。前市長のデタラメでしょう?もう
契約書もないのに、そんな…資材置かせて
さ。おかしいもん。そっちの言ってること。
【市役所】…。

【A】そういうことでしょ?だからこういうこ
とになる。『出て行け』って。だから、『出
て行け』が話、おかしいのよ。その原因が何
なのかって。前市長のデタラメな行政、それ
をまず市役所、告訴しましょうよ。
【市役所】…。
【A】それに対して、こちらが被害受けてるん
だから、被害を弁済しましょうって話。
【市役所】…。
【A】そういう話ですよ。正しいことやりま
しょうよ。ね?行政。
【市役所】????
【A】どう違う?だって、おかしいじゃん、阿
曽田清。ってことでしょ?
【市役所】そういうのを抜きにしても、月一
回開かれてる、荷物を置かれている。イベン
ト開かれている。そこを…そういう今、無理
をされて、これからもうリセットして返して
いただけませんかってお願い。
【A】いや、無理してないもん、うち。
【市役所】返したくないってことでしょ?
【A】返したくないじゃなくて。『返したく
ない』って何?
【市役所】貸したいという。借りたいとい
う。おたくも利用してもらって、こちら
も????。お互い。みなさんも民間だったら契
約書をたぶん交わすと思うんですよね。だか
ら、なかったことはお互いの非だったと。
【B】だから、だから。
【A】でも置いちゃってんだもん。
【市役所】ですから、そこを…。
【A】だから、そっちの落ち度。行政。民間
はね、ただね、口約束である程度はいけるん
ですよ、当然。それは法的効力もつんです。
『契約書ないから、それ聞いてない』とかそ
んな話にならない。実際、現実に起こってん
の、それ。事実としてあるの。それで5年やっ
てんですよ。
【市役所】…。
【A】困るんですよね～。今頃、契約書がどう
のこうの。
【B】5年間それ続けてきたから、こっちとし
てはそれ当然ね、別に問題ないんだと思うの
当然じゃないですか。
【市役所】まあ、正規の????
【B】何言ってるんですか。じゃあ、そもそ
も…
【A】その前に、そっちのね、総括しましょ
う。ね。自分たちの。何が問題だったのかっ
て。
【市役所】一つよろしいですか。あの、使用
時間が24時までと…
【A】それも話が違うんだって。
【市役所】え?それもですか?
【A】最初から。そんなんだったらやらない
もん。
【市役所】あの～18時から24時という風に聞
きましたけど。
【A】それも“後出しジャンケン"。やってるこ
とは、もう。ゴチャゴチャゴチャゴチャ、条
件をもう…。『それやるには法令を変えない
といけない』とかどうのこうのね…。だった
ら最初から言いましょうって話。だったら、
やりませんって話。最初から。もう全部、最
初から条件出して、『これでいいですか』っ
て言ってやりましょうよ。“後出しジャンケ
ン"しらねえもん、そんな。
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【市役所】それだったら、最初から乗りゃせ
んだったでしょう?
【A】当たり前、そんな話。だいたい家賃…
だからね、家賃払えだなんだかんだ、規定通
り。もうおかしいんだって、話。だったら廃
墟にしてしまえって。だから、最初から『潰
せ』って言ったのよ。『あそこ更地にしよ
う』って。そんなにお荷物だったら。町のた
めにも公園くらいにした方がいいって話した
の。そしたら、もうなんかさ～、『減価償却
まだ30年終わってない』とかさ。
【市役所】それは?県ですか?市ですか?
【A】県。市も『そういうことになってま
す』って。
【B】というか、状況がどうなっているかとい
うこと判断なさってないんじゃないんですか?
あなた方。根本的に。あの、わかってらっ
しゃらないんじゃない?現状が今どうなってい
るかとか。把握できてないんじゃない?
【A】私利私欲じゃなくてね、町のために
やってる人に対してね、こういうことやっ
たってのが公になったら誰も協力しないよ。
で、『自治体こんなもんだ』って日本中、そ
んなこと起こっちゃうよ。それでいいの?まず
いですよ。
【B】ちなみに、あの、これUSTREAMで今、
流しておりますよ。生中継で、今ね、12人く
らい見てます。
【市役所】…。
【B】みんな関心高いんだね。
【市役所】前市長を訴えるかどうかはこちら
の判断ですけども。
【A】もちろんそうですよ。
【市役所】ただ、今の話はあそこをどうをリ
セットするかの話で…
【A】なんでリセットなの?
【B】リセット?
【A】リセットするにもね、その後、どうす
るかをね、プラン作りましょうよ。
【市役所】ただプランを示す必要があるかど
うかは、第三者の判断を受けた中で、Aさん
は出られない、プランを聞いてないから出た
くないっていうわけでしょ?
【A】ていうかね、公共施設に関するプラン
はね、公にするのは当たり前。企業秘密とか
じゃないんだから。私も県民だからさ。当
然、知る権利があるよね。
【B】そう。
【A】税金がどう…税金が0円、1円も使わな
い?それやるときに。使うでしょ?知る権利が
ある。
【市役所】県が指導があってるってこといっ
てますよね?
【A】だから、指導の内容が何?だから最初の
条件と違うんだって、全部もう。
【市役所】だから、そこを言われると第三者
の判断で…
【A】だから、それね、なんで違うのかって明
らかに裁判やってくださいって話。もう市長
を訴える。前市長を。
【市役所】ですから、こちらが出て行ってく
ださいって、その話をする中で???出てくるわ
けでしょ。
【A】それ枝葉末節の話。そもそも何だった
のかって明らかにしましょうよ。
【市役所】…・。
【A】だいたい県の施設にね、一個人とか
ね、一企業の資材を置いてるのおかしいで

しょう。何でそんなことなったのかって、ま
ずそこから洗い出さないとおかしい。
【市役所】…。
【A】そこが原因なんだから。ただ法律より
もね、町の活性化、どっちが優先するかって
問題あるよね。で、結局、人死んでんのよ。6
人だっけ、5人だっけ?一家。で、全然、市が
関係ないわけじゃないでしょ?あんな車ロック
しちゃったんだから。
【市役所】…。
【B】ってか、殺したようなもんだよね。
(【A】あれだけ新聞に載ったよ。ネットでも
相当、叩かれてたよね、あの件。
【B】本当だったらね、これね、社会的にそ
んなことやった担当の人、悪いけど社会的に
制裁されるはずですよ。普通だったら。人殺
しってね。言われますよ。
【A】だからね、結局、細かな法律になると
ね、法律を守るために国民に死ねって言って
るとの一緒なんだよね、それ、もう。今、福
島で起こってること、それ一緒なんですよ。
わかってる?それ。
【市役所】…。
【A】実際、崩壊させないために疎開させな
いとかさ。結局、あの0円サマーキャンプで
ね、最初、“疎開"とかいう文言を入れようと
したんだけど、それ入れるとね、向こうが疎
開とか避難を推奨してないんでね、福島県
が。ダメって横やりが入ったらしい。もうそ
んなこと、言葉遊び。法律もその細かい条
項ってのを、それで国民がひどい目に合って
るってのが日本の現状だよね。
【市役所】それは本当に重要な問題だし、大
変な?????。ただ、今のお話じゃなくて、そ
の、あそこをどうするかってのが議論ですか
ら。
【B】だから…
【市役所】前市長を訴えるかどうかはこちら
の判断ですし…
【A】それはまあいいよ。
【市役所】まずは出て行って頂くにはどうい
う…
【A】だから、出て行かせる前に『どういう
プランがあります』って出しましょうよ。そ
こからよ、話。
【市役所】…。
【A】当然。当たり前じゃん、そんな話。
『リセットしてから考えます』。アホです
かって話、それは。
【市役所】…。だから…
【A】自分の子どもに聞いてごらん。その
話。
【市役所】元々ですよ、前市長がお願いし
た、?????活性化をやってるから、????
【A】権限とかないよ。協力してるだけだよ。
【市役所】我々としては???貸してるんですか
ら、出て行ってもらうために、次の計画を示
すだけの必要はあるかどうかというのも一つ
ですよね。我々の施設ですから。
【B】はあ?
【A】は?いや、だからね…
【B】あのさ、ちょっ、ちょっ、ちょっとい
い?『我々の施設ですから』って我々って、あ
なた方の私物?
【市役所】行政の施設ですよね。
【B】行政って誰?行政って何?
【市役所】市の権限委譲であそこ預かってる
施設です。

【B】“市"って、だから“市"とは何?そもそ
も。根本的な問題。非常にこれラジカルで根
本的な問題、根源的な問題なんだけ
ど、“市"って何ですか?“市町村"って何?“国"っ
て何?誰のためのもの?
【A】“市"の定義は何なのかって。
【市役所】どういう質問かわかりませんけ
ど…
【A】“宇城市役所"=宇城市なのかって問題
ね。
【B】そもそも市役所って、いいですか?いい
ですか?
【市役所】意味わかんない。
【B】『意味わかんない』ってバカだね～。あ
なたさ、憲法ってのはさ、誰を要するに縛る
ためのものか知ってる?
【市役所】まあ施設のことは…
【B】ちょっと待って、僕が聞いてる。ちょっ
と、ちょっと…
【市役所】いいですか?いいですか?
【B】はいはい。ちょっと待って、ちょっと
待って。僕の話を聞いて。ちょっと聞いてく
れ。聞いてくれ！え～っと。憲法って、いい
ですか?憲法って誰のために、誰に対して要す
るに命令か知ってますか?
【市役所】…。命令ですか?憲法は。命令じゃ
ないでしょう。
【B】そうですよ、そうですよ。法律ですから
ね。誰を、どういう風な立場の人間を規定す
るためのものだか知ってますか?
【市役所】規定ですか?規定ではないでしょ
う。
【B】規定、規定ですよ。知らないんですか?
【市役所】国民…
【B】行政でしょ。行政。あなた方、行政
を…が守らなければならない義務が憲法なん
です。
【市役所】…。
【B】わかりますよね?じゃあ、宇城市として
考えましょう。じゃあ行政というのは何のた
めにあるのか。誰のためにあるんですかって
とこ。それは宇城市に住んでる人達のために
あるんでしょ。暮らしのためにあるんで
しょ。そうですよね?そうですよね?
【市役所】はい(うなづく)
【B】ところが、『我々のものだ』とあなた
言った。その我々の内実ってな～に?
【市役所】市民。
【B】市民のもんだろ?そうだよね。
【A】ただ、あれはさ、国税も入ってるよね?
相当、お金。
【B】うん。国税も入ってるね。
【A】国民みんなのものだよね。たまたまあ
そこにあるんだけど…
【市役所】県から委譲を受けて、貸し出し
を…
【A】県も、国のお金も入ってるよね?当然。
【市役所】????はですね。
【A】あそこの場所から、あの建物から、国
のお金入ってるよね?
【市役所】だから、我々は…
【B】で、で、ちょっといいですか?で、いい
ですか?あの～国民のものなんですよ。国民
の、民の、ここに住んでる人々のものなんで
す。じゃあ、今ね、ここに住んでる人々がど
ういう状態ですか、あなたご存じ?
【市役所】…。
【B】どういう状態ですか?ご存じですか?
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【市役所】何を言ってるのか…
【B】わかんない?わかんないんだったら、あ
なたたちとっととさ辞表出しなさいよ。わか
んないような人いらない。
【市役所】話のすり替えじゃないですけど、
あそこの施設は…
【B】ちょっと待って、僕もまだ話、途中な
の。あのね、これどういうこと意味してるか
わかる?っていうと、今ね、さっきも彼、話し
たんだけど、自殺者を何人も出してる状況な
んですよ。それをね、なんとかしようと我々
はやってんの。あんたたちさ、その事に対し
て、あんたたちが本来、動かなかった、動か
なければならなかったのに、あんたたちが動
かなかったんだよ。だから、こっちはこうい
う風に、身銭切ってやってんだよ。それに対
して、『あんたたち、何バカなこと言ってん
ですか』って話なんですよ。この話は。問題
の筋から言うと。で、そんなバカなこと言っ
てるのは憲法違反だろって言ってんの。う
ん。そのこともあなた方わかんないの?バカな
の?はっきり言って。うん。国家何種だっけ?
あなた方。試験を受けてるんでしょ?バカです
か?はっきり言って。
【市役所】…。
【B】はっきり言って、行政だって言って、あ
なたたち、『行政、行政』って言ったって、
あなた方のためのこの国じゃないんだよ。俺
たちのためのこの国なんだよ。うん。根本的
にさ、あの～本末転倒してんじゃないの?やっ
てること。う～ん。全くでたらめだよね、
やってること。俺たちのための国なんだよ。
俺たちのための行政なんだよ。なのに、あな
た方のための国民じゃねぇんだよ。本末転倒
してんじゃねぇ！
【市役所】わかりました。じゃあ、あの建
物、あの建物。県も入ってます。国も入って
ます。宇城市民のも。我々は市民に説明責任
もあります。
【A】うん。
【B】その通り。その通り。
【市役所】あそこがどういう有効利用され
て、活性化のために????。その内容を説明し
て、????あそこを活用する義務があるんです
よね。だからその辺を今お願いしてやって頂
いてる。
【A】で、それはいいとして、『今の使い方よ
りこっちの方がさらにいいですよ』ってプレ
ゼンしないといけない。変えるには。
【B】そのプレゼンテーションを聞きたい。
【市役所】変えるのが条件ということですか?
【A】ん?
【市役所】変える、その中身をですね、???
というのがあなた方の義務じゃないかという
ことをいいよるわけでしょ?
【A】義務…というか、公開するのが当たり
前じゃない?
【B】公開するのが当たり前だよね。
【A】これだけ公権力を使って追い出しかけ
てんのに、あとのプランはノープラン。何も
具体的な…もう4ヶ月もたってんのに何も全
然。進捗した?進展した?ある種ね、私ね、今
日、楽しみに来たのよ。『どういうプランで
きてるのかなぁ』って。『まあこういうこと
だったら、こういう風に協力できないの?』っ
て話しようと思ったんだけど。ノープランっ
てなにしてたの?4ヶ月。4ヶ月できないこと

が1年経ったって、2年経ったってできます
かってとこですかね。
【市役所】…。
(1:20:27)
【B】どうすんの?これ。ホントに。だから撤
退してね…例えばね、我々があそこのピラ
ミッドが撤退するとするじゃないですか。そ
うすると、あそこの地域の売上とか、そうい
う経済、ガタッと冷えますよ。あなた方、そ
れに対して、あなた方はそれに対して…
【市役所】(首を傾げる)
【B】いいですか?
【市役所】そこはまた別として…。
【A】みんなに聞きましょうよ。それ。
【B】現場の声、聞いたら?たぶん冷えるよ、
あれ。俺は部外者、はっきり言ってまあ部外
者ちゃあ部外者だし、他県の人間なんだけ
ど、…だから客観的に見るけど、冷えるよ。
あそこはけっこう、熊本を中心にけっこうい
ろんな若者が来てんだ。で、そこで、例えば
コンビニで物を買ったり、居酒屋で飲んだり
とかする…
【市役所】(手で割り込むそぶり)
【B】ちょっと言わせてよ。俺は話してんだ。
で、あの～、そこで物を買ったりとか、物を
食べたりとかして、けっこうお金を落として
るんですよね。で～実際、昨日、僕、ゴミの
片付けの手伝い行ったけど、ものすごいゴミ
の量だったんだ。うん。それだけの、要する
にゴミの量の分をあそこにお金を落としてん
の。わかりますか?で、それがなくなるという
ことはね、その分だけ、確実に、客観的に見
たけど、その分だけ確実に売上、要するに人
が来なくなるんですよ。で、その来なくなっ
たときに、それよりももっとさらに、人が来
てくれるような、経済を振興させるような案
とかビジョンがなければ、我々を追い出した
ところで意味がないでしょってことを言って
るわけ。それを出してくださいねって。教えて
ください。もしナンだったら、そういう風な
案があるんだったら、我々も喜んで協力いた
しますよ、という話。で、協力したいってい
う風に言ってるんだけど、あなた方はそう
いった新しい、具体的な案やプランとか、そ
ういったことを、要するにね、練ってます
よっていうことですらも我々にきちっと説明
してくんなかったのよ。
【市役所】…。
【B】我々ね、あそこのピラミッドだって、
ね、あの～それなりにお金とかそれなりに
ね、いろいろ投資してやってますよ。でもそ
れって、正直言って儲かるかどうかっていう
部分で儲かんないんですよ。さほどはね。正
直言ってさ儲かるとかでやってるんじゃなく
て、あそこの要するに三角の地域を要するに
何とかして、人が人間らしく暮らせるような
環境を作るためにやってるの。それをやって
いるところで、ね、あの～プランを要するに
こう考えて、やっている人に対して、何にも
そういう話も何にもないっていうのはおかし
いでしょって。で、『そういうプランもあり
ません』ってことそのものがおかしいで
しょって。行政はそうやって要するにお金
とってそうやってやってます。ね?その賃料と
かそういったね、その貸し出しのお金とかっ
ていうことがありますよ。だったら、それな
らそれで、そういうきちんとした説明なり、
理論なり何なりがなくて、ないのに、じゃあ

出てって、いきなりね、ある日、突然ね、
せっかく軌道に乗りかけたところで、ある
日、突然、出て行ってくださいねっていうの
は、おかしいでしょって。どう考えたって。
しかも正当な理由がない。
【A】しかも、いきなり公権力発動。行政代
執行でしょ?やるってことでしょ?で、その費
用を差し押さえするって言ってるでしょ。
【市役所】…。
【A】もう全部、公権力、国家権力だよ。権
力使うって言ってんだよ。なのに、自分たち
はノープラン。そんな話、通るわけないじゃ
んって。
【市役所】ノープランは先程、説明してるで
しょ。施設を返して頂いてって。そこで…
【A】だから、まずプランを考えてからさ、
手を打ちましょうよ。
【市役所】そこはまた(手ですれ違うというよ
うなそぶり)…。今まで行政が考えたプランだ
と活性化が進んだことはないんですよ。だか
ら地元を動かして、地元で考えて頂いて一緒
に歩まなくちゃいけない。で、地元にキーマ
ンがいて、その人???を作り上げていくのが
(後ろで他の2名の職員が話す)…
【B】あのさ、あのさ。
【市役所】三角にもそういう動きが必要なん
ですよね。
【A】うん。
【市役所】だから、そういうことをしたいっ
て???活性化委員会を立ち上げて(さらに後ろ
で話す)
【B】あの、コソコソ言わないで!こっちに聞
こえるように言って。お二方。で、あなた…
【市役所】わかった、わかった(手で応える)。
プランがないと言われるのはまさしくないの
は確かですけど、そういう形で進めたいと
思っております。
【B】ん～
【A】いや、だから、それに協力しますよって
言ってるじゃん。なのに、なんでこんな国家
権力を使って排除するわけ?おかしくね?やっ
てること。
【B】おかしいね。
【A】もうね～、そのね～、権力の濫用ってそ
れは。
【市役所】だから、そこの点で、…まあ、…
その反論というか…それはあるでしょうけ
ど、プランのことはご理解ください。プラン
はそういうことで…
【A】だからプランに協力します、話し合いに
出ますって。ボランティアで。
【B】で、もっとさらに言えば、あの～ここ
の、ね、市長が代わりました、代わったから
といって、じゃあ、あそこのね、建物の管理
者ってのは代わるの?あの施設管理者ってのは
さ。普通、代わらないよね。だって、それで
代わってさ、コロコロコロコロ市長が代わる
度にさ、そこの施設の管理者とかっていうの
がさ、ね、方向転換、コロコロコロコロされ
たらどうすんの?
【市役所】…。
【B】そんなのさ～。だって、それはさ、市長
との、前の市長との約束であそこを借りてる
わけですよね?そもそも。それをさ、なんかお
宅さんの、要するに一方的な都合で一方的に
さ、あの～反故にするってのはどういう了見
ですかって。じゃあ、反故にするなら反故に
するでじゃあわかったと。ね。反故にするな
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ら反故にするで、まあ事情があるでしょ。
じゃあだったら、その理由は何ですか、じゃ
あそれを反故にした後、あそこを具体的にど
うするんですかって言ったときに、結局、な
んだかんだ言って、結局プランはこれから考
えましょうと。じゃあ、これから考えましょ
うってことはノープランなわけですよね?じゃ
あ、それに対して我々もじゃあそこに一緒に
しましょうよとやってるのに、そういう風に
思ってるわけですよ。であるにもかかわらず、
そういった話がこっちに何にも来ないで、い
きなり要するに強制退去命令が出てるっての
はどういうことなの?って。それはわけがわか
らない。
【A】そこまでのね、公権力を発動するくら
いまでのね、『こういうプラン、具体的にで
きました、地元の同意も得られてます』それ
に対して、『こっちも絶対に協力しない、
こっちも占有する』って話だったら、発動は
まあ当然だよね。まあ、それだったら認めら
れるけど、今の段階で発動とかもう、権力の
濫用だよね、それは。と思わない?それ。そう
いう判断なると思うけどね。たぶん。
【市役所】…。
【B】意味がわからないね。意味がわからな
い。
【市役所】最初…よかですか?首長が代わられ
たことによって方法が変わることがあるって
ありましたね?
【B】うん。
【市役所】あの公安条例の中にですね、
【B】ほう。公安条例。
【市役所】公安条例。何条だったっけ?(他の
職員に訊ねる)12だっけ?宇城市の…許可
の…。(資料に目をやる)許可とかは12条とい
う県から宇城市の????。ですから、まあ…
【B】その資料は、資料はありますか?
【市役所】はい?
【B】それ今おっしゃった資料、ある?書いて
あるの。
【市役所】資料は????
【B】うん、我々にください。
【市役所】ですから、その分はですね、あ
の～市長が仮に、前市長、阿曽田市長という
ところで、考え方が全く一緒かどうかは市長
次第です。それはわかります?
【A】わかります。
【市役所】それで…
【B】だから?
【市役所】まずそれが一つ。あの～前の市長
がそういうことありますよという…こと。そ
れと、二番目があの～、え～プランはノープ
ラン、ノープランということなんですけど
も、私達は元々、11月の2日と11月18日にA
さんのところに行って、お話ししたのは、
元々はあの海のピラミッドの正式名称は、三
角の…三角港二号待合所ですね?正式名称は。
そこを待合所に戻すということを…ですか
ら…
【A】だから、その本来の機能で機能しなく
なったから、話もってきてるわけでしょ、
こっちに。
【市役所】ですから、本来の機能に戻すか
ら????どうのこうのじゃなくて、本渡行き、
それとこっち島原行きが今あるですね。島原
行きは何も確定してるわけじゃなかですけ
ど。
【A】復活するわけねぇじゃん、そんなの。

【市役所】いやぁ、それは今からせなんこと
ですから。
【A】だからね、あれはそもそもね、熊本新
港を作ったら、当然、熊本新港から島原に行
くじゃない。需要が減るの予測できて、まぁ
廃止。予測できるのに、あんなものを建て
ちゃうから、こういう問題が発生するじゃ
ん。
【市役所】予算を???????
【A】だから、それ当然、わかってることだ
からさ、もう。そんなさ、金、何億円も突っ
込むのやめましょうよって。そもそもの話
ね。あの建物自体が。
【B】いやぁ、そもそもさ、バブルのさ、バブ
ルでバカみたいに何も考えないでさ、ばかす
か無駄遣いしまくってさ、わけのわからな
い…
【市役所】??????
【B】ちょっと俺が話してんの聞け。そもそも
バカみたいなね、その～何にも考えないで、
後先考えないで、ものすごい大量のお金を無
駄遣いして、変な物を作って、それでその後
の後始末もあなたたちできない、ね、できな
いのに、その後始末も結局、誰かに要するに
お願いしてやってもらって何とかしようとして
るところに、ね、結局、何か事情が、どうい
う事情があるかわかんないけど、市長が代
わったか何の事情かわかんないけどさ、理由
もさ何もわからずさ、出て行ってくれって、
さっぱり…バカでしょ。何やってんの?あなた
たち。意味わかんない。
【A】それに対して公権力を行使するって。
【B】いきなり警察でどかすとか。何ですかっ
て。意味わからない、言ってることが。何を
やってるのって。
【A】強制執行、で、それで費用を請求する。
それはあまりにひどすぎだねぇ。やってるこ
と。
【B】うん。てか、これ見てるよ、みんな。
10人。今、現段階でね、10人くらい視聴して
る。僕、僕は一応ね、2000人くらいフォロ
ワーいるから、2000人の人間、たぶんこれ録
画もされてるから、たぶん見るよ。うん。こ
れ悪いけど、ここの宇城市のこれね、こんな
バカな醜態がね、ホント、アホなこの醜態が
全国にさらされるよ。
【市役所】…。
【B】うん。あんまりバカなことやってると。
恥さらすよ。恥かくのあんたたちよ。
【A】てかさ、その4ヶ月経ってもノープラ
ン、しかも来たとき、なんか『市民に貸し出
ししない』とか言ってたよね。『単なる待合
所にします』って。
【市役所】…。
【A】それで活性化するの?ホントに。ホント
に思ってる?
【市役所】…・。
【A】で、それ家族に説明できる?そんな話
を。
【市役所】…。
【B】思ってんだとしたらバカだね。てか、少
なくともあなたたち、役所の中のそういう紙
見ながらの仕事しか知らないんだねって。ホ
ントにバカなんだねっていうさ。実際、自分
の足でさ、あそこのさ、三角の町を歩いてご
らんなさいよ。そこの中でどういう風な状況
なのか、自分の目と耳と五感を使って…
※画像が乱れる

【A】????当たり前だけど、いきなり公権力
を使って強制執行で費用の差し押さえ、口座
差し押さえってことでしょ。銀行口座。もう
やってること…
【市役所】そこまでは…
【A】いや、国税のやり方でやりますってこと
でしょ?
【市役所】あ～????
【A】口座差し押さえするってことでしょ?払
わない場合。
【B】うん。あ～ちょっと、そうだ、そう
だ。あの～これ、ユーストでやってる人から
ね、ちょっと意見が出てね、これたぶん法律
だと思うんだけど、100…第192、何の法律か
はわかんないんだけど、“取引行為によって、
平穏に、かつ、公然と動産の占有を始めた者
は、善意であり、かつ、過失がないときは、
即時にその動産について行使する権利を取得
する。"(※民法192条)と。あの～賃借の取引
ですよね。これ、どういうこと?
【A】あなたたちが言ってるのは、たぶん
ね、使い方の問題は“ウイングまつばせ"みた
いなことをそのまま適用しようとしてるの
ね。それはもう無理があるんだよね。“ウイン
グまつばせ"とか全部、機材とかもう全て自分
とこで、単にそれを使用させるだけ。機材を
持ち込んで使用させてないんだよね。それの
話を持ってこようとする。そこでおかしいっ
てなっちゃうわけ。で、それをなんとか力業
で解決しようとするから、もう強制執行と差
し押さえ。口座差し押さえだよ。
【市役所】…。
【A】それ一般の民間企業を殺すってことだ
よ。それは。やってることは。あなたたちが
国家権力を使って、そういうことをやろうと
してるんだよ。
しかも、こちらがね、なんかね、すげー抵抗
してね、やって、もう住民100%『あんなやつ
追い出せ』と。そんな状況じゃねぇじゃん。
しかも、その後どうするかノープランって状
態でこんなことやろうとしてる。もうひどす
ぎるよ、やってること。
【B】ひどすぎるね。ってかさ、幼稚だよね。
ひどいし、幼稚、幼稚。あの～、あなたたち
さ、悪いけどさ、あの～公務員なんてホント
やめちまったら?
【市役所】その…
ってか、あなたたちさ、悪いけど、一般の社
会でさ、一般のね、企業であなたたち使い物
にならないよ、いい年こいて。使えないね、
はっきり言って。
【市役所】先程から“ノープラン"の説明をし
ております。ご理解頂けませんかね?
【A】え?
【B】“ノープラン"?
【市役所】“ノープラン"の説明をしてるで
しょ?さっきから。
【B】“ノープラン"の説明も何も、“ノープラ
ン"は“ノープラン"だろ?
【A】案がないって意味でしょ?
【市役所】我々、行政は地域活性化は難し
い、だからお願いしたと思うんです。
【A】だったらね直でさ、地元の人たちと話
させてよ。
【B】うん。
【市役所】…。
【A】どう?
【B】呼んできてくださいよ。
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【A】それで、なんでそんな民間のことに対し
てなんで権力使うの?関与してるじゃん。しか
もノープラン。意味わかんねぇって言ってるこ
と。だから、自治体はノープランですよね?ま
あ関与してないプラン。で、なんでそれでそ
の～公権力だけ行使すんの?排除。叩き出し。
もうなんかね～…ここ日本ですかって感じ
ね。もう北朝鮮とかのレベルね。やってる政
治。
【市役所】…。
【A】“民意"って、その“民意"どこにあんの?
話し合いしましょうよ。
【B】だから…
【A】それが誰かもこっちは知らないんだよ
ね。『話し合ってください』で投げればい
い。
【B】そうそう。
【市役所】まだ24年???ですよ。
【A】ん?だから話が…するときに混ぜればい
いじゃん。早すぎんじゃん、撤収するとか
さ～
【B】だから、我々もさ混ぜてくれって言って
んの。わかんない人だなぁ～。要するに、う
ちらだって要するに身銭切って動いてんだか
らさ、我々も混ぜろ言ってんのよ。そういう
ことをさ、しないで、コソコソコソコソさ～
いきなりこんなことやるから怒ってんじゃな
い。
【A】いきなり公権力を振るうようなこと、
世間に対して。
【市役所】先程から2つ言ってるのは、その地
域の活性化と、あの、貸し方。県から指導を
受けて???ますね。
【A】だから、それについては、具体的に…
その話は元々、それについては、県のどうの
こうの、それは内部。市と県とあとは国か知
らんけどさ。もう何?親会社、子会社、孫会社
の話だよね、民間からすると。もう知らない
んです、それ。自分たちの系列の話だから。
そこはその内部で話の決着をつけて。で、下
手人が誰か決めて、その責任をおっ被せれば
いい。
【市役所】それはAさんのまあ言い分ですよ
ね?
【A】うん。
【B】“Aさんの言い分"ってとかのレベルじゃ
ない。そうだよ。
【市役所】???そうかもしれませんけど、今
までの撤退とかしてるけれども、ちゃん
と???していくためには何かその…プランと
いうか言い分があるわけですよね?
【A】え?金?
【市役所】うん。
【A】別にそんな金の問題じゃないって。金の
問題だったら最初からこんなこと関わんな
いって。
【市役所】…。
【A】そもそもね。
【B】そもそもね。
【A】ボランティアで、金まで使ったボラン
ティア。やってんの。
【B】そもそもさ～、はっきり言って、たぶ
ん、あの～彼の立場からすると、あそこで
ね、あの～場所でこうやって協力してやって
いくことってのは、事業という、要するにお
金の部分だけで純粋に見ていったら、正直
言ってプラスになるかって言ったら、たぶん
ならないと思うのね。で、あるにも関わら

ず、彼はそうやって頑張ってるんだよね。う
ん。それをね、あなた方は『お金の問題、お
金の問題、お金が欲しいんだろう』とかさ、
そういう風なさ、ゲスなさ、言い方してるっ
て、すごくバカにしてないか?人を。
【市役所】いや、お金というんじゃなくて、
ちゃんと???するために何かもっといい案は
ないかということですよね。
【A】ん?
【市役所】一旦、出て行って頂いて…
【A】そこまでさ、もう…暴力装置発動って意
味だよ。これ。
【B】うん。警察を使うってそうだよね。
【A】警察か何かそれを雇った人間。ただ、
その法的な裏打ちでやるわけでしょ?で、こち
らはそれに対して抵抗したら警察導入で逮捕
だよね。って、暴力装置発動してやってん
の。しかも、経済的に口座を凍結する、殺
すって言ってんの。もう暴力なんだよ。やっ
てることは。いきなり暴力発動するとか言っ
てさ、話し合い、今からできるの?もうね、意
味わかんね～、やってることが。
【市役所】…。
【A】まず話し合いして、最終、こじれてね、
民意が得られて、もうこちらを排除するしか
ないって結論出したらいいよ、このくらい
は。でも、その前。早すぎる。いきなり。交
渉の前に決裂ってさ。もう意味わかんない。
言ってること。
【市役所】…。
【A】あのね～、公権力を使うに当たっての
ね、自覚とかね、その恐ろしさについての知
識がなさ過ぎ。自分たちが何をやってるの
か。
【市役所】…。
【A】やばいっすよ、そのレベルでやってた
ら。
【B】困っちゃうんだよね～。
【市役所】あの～11月の…すみません、
ちょっと時間戻りますけど。
【A】うん。
【市役所】11月の2日。ですね。18日。メン
バーで来ました。で～、Uさん、え～それと
Mさん、それとKさん。3人で。二回。結果的
には話はもうあの～すれ違いが多くてです
ね…。二回とも。二時間、三時間ずっとあそ
こで話してきてるんですよ。11月2日。ですか
ら、もうこれ以上、話しても同じですね、だ
けん、確かあの～Mさんって…Uさん、前、確
か???だったんですけども、記憶してるんです
けども、あの弁護士さんおられますよね?Uさ
ん…
【A】うん。それが?
【市役所】だけん、もう、『その方と話した
方が一番ベターじゃないですか?』ということ
で、11月のですね、え～27日。12月の6日、
12月の8日くらい。Uさんにずっと続けて私、
電話しておりました。そういうコンタクトし
たらどうですかと。でも、ずっと…
【A】弁護士だったらね、書類を送ってんの
はこちらでしょ?
【市役所】はい。
【A】最近。
【市役所】へ?
【A】ん?だから弁護士に完全に投げたんだっ
たら、弁護士から書類を送らすべきだよね。
一任してるんだったら。
【市役所】こちらは一任して…

【A】決めてるんなら書類送ったらダメじゃ
ん。
【市役所】あの～相談はしてますよ。
【A】うん。
【市役所】だから、あの～…AさんのMさ
ん…??ですかね?お名前聞きました。ですか
ら、その～Mさんと…え～Aさんとでお話を
された方が一番ベターじゃないかという風
に、情報提供してからということで、Uさんに
は電話したと。
【A】で、どうしたの?それがどうしたの?
【市役所】いや、だから、そういう流れはあ
りましたよ。で、突然どうだこうだっていう
話じゃない。
【A】だけど…
【B】ちょっと失礼。お手洗い行ってきます
(中座する)
【市役所】それはこの頃の話題でしょ?その
今、3月の28日か…くらいでしょ?
【A】うん。
【市役所】…。
【A】だから、暴力装置発動するって意味で
しょ?
【市役所】暴力装置というかもう…要する
に…
【A】物理的に暴力を発動しますよって…
【市役所】すいません。???日までに申請書
が出た分に関しては、3月31日までは…貸し
出しをしますっていうとこですね。
【A】うん。
【市役所】ですから、3月31日まで貸し出し
をします。そうすると、あの～…移行期間…
要するに、その～お手紙では一ヶ月って書い
てありましたけど、まあ10日間、ですね。10
日間???ですね。
【A】うん。それが?
【市役所】10日間の間にお願いをしますって
いうことで…
【A】それに従わない場合は暴力装置を発動
しますって意味でしょ?
【市役所】…暴力装置…
【A】いや、だから実際、結局、警察まで導
入するってことでしょ?最悪。こっちが抵抗す
れば。
【市役所】…。
【A】まあ強制執行の物理的力だよね?
【市役所】それまでにご協力お願いしますっ
ていうことで…
【A】そんな書き方じゃねぇよ。これは。
『話し合いの余地がない』って言ったよね。
【市役所】それはもう一応11月の18日に…
【A】『共存できない』とまで言ったよね。
【市役所】“共存"…“共存"…は、『いろいろ
使わせていただけんませんか』って話でした
ので、二号待合所で???夜の貸し出しはいた
しません。そういう話はしてます。
【A】『共存できない』とかさ、あの…なん
かもう…
【市役所】そういうポイント…
【A】言ってることが話し合いじゃないんだ
よね。話し合いじゃないのに、そのすれ違い
とかさ、なんか言葉遊びやってるとか。
【市役所】…。
【A】全て却下。言ってることが。
(大門さん戻ってくる)
【A】ってとこですよね～。
【市役所】…。
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【A】で、それで結局、ノープランでしょ。
で、その民間団体は…
【市役所】????二号待合所にするというのが
プラン。
【A】だから待合所で失敗してるじゃん。そも
そも建物を作ったのが間違い。待合所として
使って結局、失敗して、廃墟になりかけて、
実際、廃墟になってたじゃん。何ヶ月か。
で、あのままだとうちがやらなきゃずっと廃
墟じゃん?
【市役所】だからそれはもう過去です。今か
らそうかどうかはわからんでしょ?
【A】だから今からのその???としてのどうい
うプランを立ててるんですか?実行力はあるん
ですか?って話なんです。
【市役所】…。
【A】そんなあやふやな段階で公権力の発動と
かね、もうやってること意味わかんねぇじゃ
ん。
例えば成田空港ね、『これに空港作りま
す』、それに対して話し合いも拒否して、も
う立てこもってるんで排除、まあそれは代執
行は、まあ意見別れるけど、それはあるよ
ね。で、その前の話し合いの段階でいきなり
『代執行するからおまえらと話し合いしねぇ
よ』って言ってるのと一緒じゃん。
【市役所】…。
【A】それね、もうね、国よりひどいよ、
やってること。
【B】もう何がしたいのっていう。頼んどいて
これはないだろって、人に。いいですか。
【A】しかもね、空港作る予定もないけど、
『おまえら農民、百姓は出て行け』、『代執
行するから、話し合いしないから出ろ』って
そんな感じ。
【市役所】それは全然違うんじゃないですか?
【A】どう違う?
【B】どう違うの?笑っちゃうよね。悪いけど
さ、あんたたち…
【市役所】????言い方ですよね?
【A】だからさ、そのね～
【市役所】その言い方だと所有権があるみた
いな言い方じゃないですか。
【A】そんなこと言ってない。出て行けって。
【市役所】だから言葉が???ですよね?
【A】ただ実行するって言ってんじゃん。
【市役所】Aさんが言うには、任されたか
ら、あそこの活性化を???
【A】いや、任されたとか思ってない。協力し
てるだけよ。うちが占有してるとか意識もな
いし、他の人使うって…だから役所が来たで
しょ?話に。夏にちょっとそういうイベントで
使いたいって。もちろんうちのモノじゃない
からそれは協力しますよ、当然。ね?国民みん
なのモノだよ。あれ、建物は。だから、誰に
対して貸さないとかそんなこと一言も言って
ないし、そんなことこれっぽっちも言ってな
いですよ。
【市役所】…。
【A】だから協力するって言ってんだから、そ
のイベントに対して。結局、話そのまま来な
くなった。しないのかなと思ってただけ。
【B】ぶっちゃけた話言ってね、例えば僕の方
があそこの場所を借りて何かコンサートと
か、そういったイベントを企画するとします
よね。その時に、あの、行政に例えば、まあ
そうやってね、頼みますよね?その時にAさ
んって、あの～それに関して止めたりとか、

干渉したりとかするってことはしないでしょ?
そんなバカなことは。
【A】うん。しない。
【B】しないよね。
【A】逆に、この、例えばテーブルが邪魔だっ
たら移動、そういうの乗るよ。協力するよ、
当然。
【B】うん。
【A】うん。
【A】あれだけ広いのに、置いてあるの大し
た量じゃないよ、実際。
【B】っていうか、ないと使えないでしょ。建
物としてさ。ないと使えないから置いてるわ
けで。
【A】この部屋にさ、イス、テーブルなかった
ら何に使える?照明もなかったら。
【市役所】まあ中のイベント次第でしょうけ
どね。
【A】うん。それはどういうイベント?
【市役所】…。
【B】柔道でもやるの?
【A】畳がいるね(笑)
【B】(笑)
【A】もうね…
【B】それともそれともバーレスクでもする?
あ、バレエでもやって。バレエには狭いよ、
例えばここはね。
【A】公共施設だから、一応…
【市役所】所有権はないとか言われるけど、
今のままでいくと、やっぱりAさんに『使い
ますよ』じゃないけど、言わないといけな
い…
【A】違う、違う。使って問題ないって。ただ
ね、こっちの機材を置いてあるから、それに
ついては一言言ってくださいって意味。
【市役所】それが本来の貸し出しの中で不都
合があるってことで今…
【A】だから、その機材を置かせたとこで変
な話なんだよ。
【市役所】だから、そこから????…(職員数
人が一斉に話し出す)
【A】だから、問題があるならね、これを
ね、譲り受けるとかいう話もあるじゃん。そ
れか『新たに全部、もっといいやつ入れます
からどけてください』とか。『どける費用に
あたっては持ちます』とか。そういう話じゃ
なくていきなりさ、『どけねぇと強制執行す
るよ』とかさ、話にならない。
【市役所】そもそもそれを言われる???出て
行って頂きたい???
【B】一つさ、一つ…
【市役所】今のような話ができるかどうかっ
てことなんですよね。
【B】あ～もう、うるさい…
【A】何の話?話はできるよ、全然。のるかど
うかはその話し合いで妥協点を見つけるって
のは当然じゃん。話し合いとは。
【市役所】だから、そのつもりで11月に行っ
たんですよ。
【A】いや、話になってないもん、全然。こっ
ちの提案したこと全部、却下、却下。
【市役所】え?
【A】『我々の言うことを聞け』。それだけ
じゃん。
【市役所】まあ『聞け』というか、あの時は
県からの指導があって、????したと思うんで
すが、その時の県からの指導の文章のコピー
をしてやってるんですよね。

【A】あれはたいした内容じゃないもん。別
に。県からの…
【市役所】あのいいですか?
【A】うん。
【市役所】一言、今の県の話が出たんで、
ちょっと一ついいですか?先程、私共がそのコ
ピーして差し上げたっていう中で、施設の中
に備品等が蔵置してあるのが問題だって書い
てあるんですよ。
【A】蔵置?
【市役所】置きっぱなし。先程、テーブルな
んかがいるということでおっしゃいました
が、やはり許可書にしてある時間以外には何
も置くなということです。
【A】だから、そんなんじゃ使えませんって。
【市役所】いやいや。使える使えないは別な
んですよ。所有者は県なんで、なかなかそこ
のところはうちが権限委譲を受けてるだけな
んですね、ご存じのように。
【A】じゃあ県と話しすればいい?
【B】そうだね。
【市役所】県とお話をしてください。あの～
県の方からの文章もコピーして差し上げて…
(職員がうなづく)ですよねぇ?はい。
【B】ほ～つまり…
【A】ただね、イベントやるにあたって、何の
イベントでも、ここに何もない状態で毎回、
会議する場ってイス、テーブル入れるのは合
理的と思う?
【市役所】そこのところがですね、所有者抜
きで今、話してるような状態なんですよね。
【A】うん。…じゃあ、とりあえず所有者と
話つければいい?
【市役所】あの～話をしてください。いいと
思います。…ですよね?(他の職員に聞く)
【B】っていうかさ、ちょっと一言言わせて。
宇城市の職員ってさ、何だろ。要するにガキ
の使いっ走りってことだね。要するに。
【市役所】それは失礼な言い方だなあ…
【B】いや～ガキの使いだよなぁ。ねぇ?Aさ
ん。これガキの使いと思わない?
【A】(笑)
【B】結局、要するにさ～、『俺たちどうし
ようもねぇから、県に行ってくれ』って、そ
れだけじゃん。
【市役所】いや。所有者が県っていう話をし
てるんです。
【A】じゃあ、とりあえずね、この～何だっ
け?宇城市三経第466号?…の…え～『行政代
執行法に基づき強制退去』、費用について
は…え～『国税滞納処分の例により徴収しま
す』。まあ、口座差し押さえとかするってい
うのは、一旦、保留でいいですか?
【市役所】…。
【B】だよね～。
【A】って話ですか?
【B】だよね～。
【A】これは宇城市が出してるんだよね?
【市役所】そうです。
【A】ただ、そのオーナーである県と話する
から、とりあえずこれは保留でいいよね?
【市役所】あの～その～保留というか、機材
は、機材はどうされます?
【A】いや、話をつけるまで保留でいいですよ
ね?
【市役所】そういう話をしたんじゃないんで
すよ。県からの文章の中でそうやって蔵置し
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てあるのが問題だよっていうのが書いてあっ
たでしょっていう話ですよね。
【A】それはたぶん…
【市役所】その分は県と話をしてくださいと
いう風に。
【A】うん。
【市役所】その文章と期限とは別ですね。
【A】それを基にして出て行けって話になって
るんだよね?
【市役所】それを含めてってことで。
【A】だったら、その、『出て行け』の要件
である一つについて話をするわけよ。これか
ら。とりあえずこれは保留だよね。当然。
【B】当然そうですね。
【市役所】…。
【A】これを執行する、元々なんで執行する
かっていう一部にそういう理由があるわけ
じゃん。それについて、オーナーである県
と、まあ県というか県民だけど、それを代わ
りにやってるのが県庁だよね。その県庁とお
話しますんで、とりあえず保留ですよね。当
然そう。
【市役所】…。
【A】これ法律以前じゃん。誰が聞いても当
たり前な話。
【B】うん。
【市役所】…。
【B】うん。
【A】で、とりあえずいいですかね?
【市役所】保留???突然、???市長が???私共
が???ですよ。
【B】おいおいおい。
【A】じゃあ市長と掛け合ってください。
【B】市長、呼んで。ほら。
【市役所】今日は…
【B】何が『今日は』だよ!呼んで来いよ。お
い。なめたまね言うんじゃねぇよ!呼んで来い
よ!
【市役所】そういう言い方は??
【B】呼べっつぅの、ばか。呼べ、呼べ、ここ
に連れてこい。
【市役所】連絡はします。
【B】何言ってんの。だってさ、これ差し押さ
えられちゃうんだよ。ねぇそれ困っちゃう。
今すぐ呼んでらっしゃい!
【市役所】ちょっと待ってくださいよ。
【B】呼んでこい!
【市役所】私共には権限がないって言いよる
とです。
【B】何が権限だよ。呼んで来いよ、市長、呼
んでこいよ!
【市役所】あなた大きな声を出さないで。
【B】あ～ホント。だって大きな声で言わせる
ようなこと言ってるじゃないか。だから呼ん
できてよ、市長。
【市役所】大人の話をしましょうよ。
【B】大人の話もクソもガキみたいなこと
言ってんだからさ～。しょうがないから、こ
う言ってんだよ。市長を呼んでらっしゃい。
あなたたち、ガキの使いなんだからさ～。
ねぇ話わかる人呼んできてよ。市長呼んでき
て～。
(職員が何か話している)
【市役所】Aさん、??ですよ。どの程度って
いうことですか?
【A】話が決着つくまで。
【市役所】いや、だけん、着くまでってのは
どの程度の期間…

【B】知りませんよ。そんなの。
【市役所】???
【A】話し合いするから、今から。そんな予
測、相手のある話だからわからないよ。
【B】わからない。
【市役所】だから、それから日にちが…
【A】だから決着…だからね、建物の所有者
である県と話しますから。ね?その管理してる
だけでしょ?そっちと話するからそれまで実行
するの止めるの当たり前じゃん。
【市役所】…。
【B】うん。
【A】話します。今後。ね?
【市役所】その文章を出したのは使用の仕方
も含めてっていう話ですよね。
【A】うん。だから…
【市役所】使用の仕方だけでその文章を出し
たわけじゃない。
【A】ただ、大きい問題ではあるんでしょ?た
ぶん。それに関して協議するんで、係争か話
し合いかわかんないけどさ、まあとりあえず
止まるのは当たり前でしょ。
【市役所】…。
【A】で、しかも、その実際、プランがいつ
から始まるとかいう話、ノープランなんで
しょ?どうするも決まってないし、いつから実
行するのかも決まってないし。
【市役所】その分、こちらも動きが遅れるっ
ていうだけですよね。
【A】動き遅れて問題ないじゃん。
【B】何が困るの?だからさ…
【A】動き遅れるのは…
【市役所】だからですね…
【B】連れてこいよ～、市長を。
【市役所】一応3月末日でって言いよったのは
一応、年の区切りで4月。11月の2日と18日に
言いましたですよね?残り4ヶ月あるから、そ
の期間がありますから、その間に、あの～考
えて頂いて???していただく、ということで…
【B】『考えて頂く』も何もさ～強制執行なん
だから、考えることねぇだろう。
【市役所】???。8月頃に行ったのは、あの～
福島の…0円サマーキャンプだったかな…
【A】違う、違う。震災前に来てる、その
話。
【市役所】震災前ですか?
【A】うん。
【市役所】震災があった後に、去年の夏休み
もそうですよね?震災の???ですか?震災
の???
【A】別の人が使ってるんじゃない?
【市役所】いや、だけど、震災前は福島は関
係なかですもん。
【A】ん?
【市役所】夏休みに???でしょ?
【A】何か使ってたよね。うち主催じゃない
よ。
【市役所】それで…
【B】ねぇ～話…
【市役所】その時、私も???
【A】んん?何の話してるの?
【市役所】いやいや、だから…
【A】夏くらいに使いたい、使うって話?
【B】(あくび)
【市役所】???10月に本当は会いたかったで
すけど、会えなかった。だから、11月の2日
と11月の18日にお会いをして、そして、え～
使用許可を出してるけども、使用内容です

ね。さっき言いましたけど、夕方6時から24
時までとなってるけど、ネット上じゃ2時とか
4時とか6時ありますよね?そういう使い方
も、先程、Aさんから言わせるならば、
『元々そうじゃなかったよ』って言われれば
そうなりますね。でも、使用許可を出してる
三角支所から言わせると、24時までだった、
でも実際…
【A】それはね、実際そうなんだけど、認め
るって話できてんだよね。口約束で。
【市役所】だから、そがんところを言われる
とわからんくなりますよね。だから、例え口
約束しても…
【A】だから、それは・・もう呼びましょ
う。
【B】呼ぼう、呼ぼう。前市長、前市長を呼
ぼう。うん。じゃないと、話が進まない、こ
れさぁ。ねぇねぇ、おっちゃん。あの～悪い
んだけど、あの～はっきり言って話にならな
いんだよ。
【A】前市長にこっちからアクセス、接触しよ
うとしたけど、逃げてんだもん。
【市役所】ああ?逃げてる?
【A】うん。
【B】呼んできてよ。
【A】ブログに書いたよ、コメント。この件と
かいろいろ。反応ない。
【市役所】…・。
【A】だから、まずね～、だからもう強制的
に呼んだ方がいいですよ。裁判でもやって。
【市役所】…。
【A】で、どうなったのか。話。
【市役所】…。
【A】元々、私とかさ、『宇城市ってどこ
だっけ』ってレベルですよ。ピラミッドに関
わる前。『あ～そういえばなんか合併したん
だったね』、宇土と宇城がよくわかんなかっ
た。違いが最初は。そんなレベルですよ。
【市役所】…。
【A】う～ん、だからね、最初、その話を
持ってこられて、ホントね、迷惑だよ、結局
ここまでなっちゃって。もう被害にあったわ
け。
【B】う～ん、損しないまでもね、儲かんな
いまでもさ～、損をさ～しないまでもさ～、
なんでこんな形でさ～、踏みにじられるんだ
ろうね。
【A】挙げ句の果てにはさ、ボランティアで
身銭まで切って、強制執行、差し押さえ。そ
れひどい話っすよね、誰が聞いてもひどいと
思うよ、それ。で、そんなことがね～、もう
実際に起こったらね、誰もやんないですよ。
人のためとかボランティアとかしないし、町
おこしも協力しないようになりますよ。って
いう、前例作っていいのかって話。ここで。
【市役所】…。
【A】そうなると思うよ～たぶん。
【B】だから市長連れてきて。現市長も前市長
も。連れてきて。あなたたちじゃさ、はっき
り言ってさ、権限ないんでしょ、こういった
問題決定する。権限がないんだからさ、あな
た達といくら話したってさ、話すまないの
よ。だからさ、偉い人、連れてきてよ。う～
ん。はっきり言ってガキの使いみたいなこ
と、ダラダラダラダラさ、ずっと聞いてたら
さ～。はっきり…何だよ一体。話っつうのは
あなたがたがこうやって出てきてるってこと
は、あなたがたこういった問題に関して交渉
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権あるでしょ?例えばこの～ね、例えばこの差
し押さえの話にしたって、延ばしますってい
う一言もあなたたち、言う…要するに決定す
る、そういう能力もない、そういう権限も与
えられてないの?
【市役所】…・。
【B】与えられてないような人がここで話して
るの?だったら、その権限ある人を連れてきて
よ。
【市役所】…。
【A】当然さ、話し合いやってるときにさ、
強制…暴力とかダメでしょ。それ。話し合い
してるんだから。ね?しかも、『県と話し合い
します』って言ってんの。なんでそんな物理
的暴力を使っちゃうの?
【市役所】その話し合いは要するに…
【A】結局、建物のね、え～所有を代行してる
のは県庁でしょ?『そこで話をします』って話
になったじゃん。
【B】そうそう。あなたたちガキの使いだか
らね、結局、所有権は『県にある』ってあな
た方はっきり言った。うん。だから我々は県
に行くよ。
【A】しかも、その後、その二つの要件ね、
『県からいろいろ文句言われた』って。使い
方について。あと『今後使いたいことがあ
る』。それ両方もうあやふやじゃん。
【市役所】…。
【A】ね?県については話し合いします。で、
どう使うかは、全くその話し合い、今からし
ます?団体自体を今から作るの?4月から。
【市役所】…。
【A】結論でる?そんな団体で。そんなの未来
の話じゃん。
【市役所】それは今、Aさんが判断されてる
ことですよね?
【A】普通、聞いてそう思うよ。
【B】だからさ、あれと一緒だよね。
【A】てか、それで失敗した例がたくさんあ
るのよ。三角は。
【市役所】まぁそれは??ですよ。だから、
今、要するに、????お互いのすれ違いがあっ
て???その中で前市長を???やっていくんだろ
うし、???そういう形…調停が???
【A】ん?
【B】詐欺だぜ、これ。
【市役所】そういう話。とにかくいつまで
も???
【A】だから調停かけたら?
【市役所】…。それも一つの案。
【A】うん。市役所やった方がいいですよ、も
う。
【市役所】…。今のままじゃ納得いかない…
でしょ?
【A】納得いかないというか、話おかしくね?
もう誰が見てもおかしいってレベル、これ。
法律以前の話。人間として、人間関係でおか
しくね?って。もういきなり交渉中にさ、なん
かもう暴力振るうの?って。
【市役所】まぁ逆に、今のような???言われ
ても…
【A】それはおかしいことない。抗議です
よ、当然の。
【市役所】???11月の末、12月、1月、2
月、???よ。3月???
【A】だから?
【市役所】だけん…
【A】別に期限を切ってないもん。

【市役所】3月までにはお願いしますってこと
で。Uさんにはだいたいそう…
【A】だから昨日(※4月1日)、来ようと思った
けど休みだったから今日来ましたよ。いきな
り書類を送ってきたのは最近じゃん。
【市役所】ですから、こちらも???せないか
ん。
【A】いや、だからそれおかしいだろって。
【市役所】話は11月から、前から出てる話で
すけど。
【A】話は聞いてますよって。だから、なんて
『結論だせ』って言われてない。
【B】どうしようもないね。
【市役所】???
【A】いつまでにどうこう、『回答期限こう
ですよ』って
【市役所】3月末までに???
【A】強制執行やりますよって、暴力装置発動
しますって宣告来たから、『じゃあ行くしか
ねぇな』って、来たんですけどね。
【市役所】3月31日にお願いしますって言っ
たのを動きがなかった。
【A】動きって別に、使うんだからさ～動き
ようがないじゃん。
【B】う～ん。
【A】ん?あれだけイベントやるためには機材
が必要でしょ?だからあるわけよね。で、だか
ら、31日まで使って、そこ何も動きようがな
い。具体的に。
【市役所】いや、逆に、3月31日までに撤去
してくださるっていうのであれば、その場合
に3月31日はその機材を使わないイベントを
計画するかなんか…
【A】は?もう屁理屈?それ。
【市役所】屁理屈と言われればそうですけど
ね、やっぱり???
【B】まぁだから…もういいよいいよ。
【市役所】???貸し方とかいろんな話になり
ますから。
【A】だから、そこから明らかにしようよっ
て。もう話ゴチャゴチャゴチャゴチャなって
るから。
【B】だからさ、だからさ、おたくさんの、
おたくさんたちがさ～結局さ～、何にも要す
るに決定能力も制止能力も何にもない、要す
るに、ただ単にさ～ガキの使いだけでよくわ
かったから、話のわかる人、ここに連れてき
て。
【市役所】…。
【A】うん。で、話関わってんのは前市長も関
わってるよね?当然。っていうか、ほとんどだ
よね。
【B】うん。ってか、話のわかる人、ここに連
れてくれば話が早いのよ、こういう話は
ね～。
【A】真実は明らかにしないとダメですよ、っ
て話。
【B】うん。
【A】我々は元々、『宇城市がどこ』って、そ
ういうレベル。持ってきたのは向こうです
よ、明らかに。
【B】う～ん。
【A】話もってこなきゃこういうことないんだ
から。もうそれ詐欺っすよ。
【市役所】…。
【A】で、しかも、え～お金、金銭とかを投
資させてるわけよ。騙して投資させたって、
それ詐欺ですよ、本当。

【市役所】…。
【B】う～ん。
【A】で、条件コロコロコロコロ変えて。

その後も折衝は続き、

退去通告の根拠として、

１）県庁からのピラミッドの
　　使用方法についての改善指導

２）地元の地域振興

以上の２点が明らかになりました。

県からの指導については県庁と
話し合ってくださいということに。
※これについては三角にある県の出先機
関と本庁との伝達の問題で多分に誤解が
含まれてます。

地元については、話し合う団体・組織
自体がこれから作ることが暴露され、
その話し合いに我々も入れるよう要求。

ということで、
宇城市当局はこの件から逃亡。

強制執行は凍結。半年を目処に県との
話し合いを決着して下さいとのこと。

こちらの譲歩としては、

県との話し合いが決着するまでは、
イベント開催の凍結。 

開催時以外の準備、片付けなどの際も、
宇城市役所三角支所に鍵を借りて
解錠、施錠後、返却。
尚、鍵の対応については、支所の営業
時間外は宿直が２４時間対応

という結論にこの日は至りました。

しかし、後日、
通告なく鍵を変えていることが判明
(公金を支出して)

解錠・施錠は支所の営業時間内でしか対
応しないと、合意を反故に。
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USTREAM中継を視聴していた人の論評

これはひどい！「海のピラミッド」強制執行問題
http://mixi.jp/view_diary.pl?id=1834967492&owner_id=15662243

熊本県宇城市の三角にある「海のピラミッド」の強制執行問題
（http://mixi.jp/view_bbs.pl?id=66933279&comm_id=2660776 ）
で、「海のピラミッド」管理者のA氏と、先日福岡でお会いして
議論して飲んだBさんが抗議のために宇城市役所を訪れた。
その時の様子が動画で流れている。

http://www.ustream.tv/recorded/21539517

もともと前市長が使い道のない「海のピラミッド」の管理をA
氏にお願いしたために、ピラミッドがクラブに生まれ変わった
のだが、選挙の結果市長が交代したため、前市長の方針を大き
く転換したい現市長が、ピラミッドからの立ち退きを突然要求
したというのがことの発端のようである。

さで、この動画を見る限り、熊本県出身の者として、恥ずかし
くなるほどお粗末な市職員の対応である。もっとも、私が熊本
にいたときは、三角町や松橋町はあっても、「宇城市」なんて
ものはなかったので、私が恥ずかしがる必要はないのかもしれ
ない。

私なりに論点を整理すると、
１）新市長は立ち退きを要求したが、立ち退き後の「海のピラ
ミッド」の新たなプランは全く出来ていない。このことは市職
員も認めている。本来ならば、行政が新たなプランを立てて、
今の使い方は邪魔なので出ていってくれというのが最低限の筋
だが、それすら出来ていないのに立ち退かないならば強制執行
とはおかしいではないかというわけである。これに対し、市職
員は「示す必要があるのか」と口走ってしまったが、これは
「市民に開かれた行政」とかいう前に、A氏はほかならぬ市に
頼まれてピラミッドを管理していた当事者であるという点で、
とんでもない暴言である。

２）新市長のもとで、地域活性化の話し合いがもたれていたと
市職員は説明するが、ではなぜその話し合いにピラミッドを管
理するA氏は入っていないのか。A氏を排除した理由は何か。そ
の前に、そんな話し合いは本当に行われていたのか。メンバー
は誰なのか。

３）どうも市は、「海のピラミッド」は大して地域活性化に貢
献していないと言いたいらしい。本来であれば、データなどを
上げてその根拠を示すべきであるが、市職員は全く根拠を上げ
ておらず、失礼な話である。ただ、市職員の話を聞いている
と、A氏がクラブとして「海のピラミッド」を使うのは土日が
中心で、平日はほとんど利用できていない（にもかかわらず機
材を置いて「占有」している）ことを指しているようだ。A氏は
平日の使用に一度も反対したことはないのだが、市職員側は機
材が置いてあるから邪魔で使えないとのこと。私も一度「海の
ピラミッド」に行ったが、DJブースなど、置いてある機材は大
したことはなく、邪魔にはなりそうにないし、簡単に撤去でき
る。ただ、音響設備はコードの関係で簡単には取り外せない
が、音響設備はイベントには必要だろう。

４）市には県から「海のピラミッド」のA氏への貸し方につい
ては指導があったらしい。常時機材を置いたままにしているの
がいけないのだそうだ。「海のピラミッド」の所有者は県であ
り、その利用管理が市に任されているそうだ。ただそういう指

導があったのなら、まずA氏に市が連絡をすべきなのに、そう
いうことをした形跡はない。また、機材を常時置いておくのは
前市長が認めていたことであり、それがいけないのなら前市長
は職権乱用（裁量権の逸脱）したことになる。A氏は市職員に
「だったら前市長を訴えるべきだ」と言う。

５）責任逃れのためだろうが、市職員は「海のピラミッド」は
県の所有だから、管理権については県と話し合ってくれと言っ
てしまった。A氏は、であれば県との話し合いが済むまでは10
日の強制執行は保留でいいよね、と尋ねた。県の問題である以
上、当然のことである。

特に５）は致命的である。市職員は、「いろいろな意見があ
る」と言っていたが、市の意見はひとつしかないはずである。
管理権については県に委ねるのであれば、市は無関係なのだか
ら、強制執行を行う根拠はない。

ただ、市職員を擁護する気はさらさらないが、彼らは「公務員
にしては」それなりに誠実に（たとえおかしな政策であっても
遂行しなければならないという義務を果たしているという意味
で）対処していると感じた。そこで彼らのために、A氏たちを
追い出した後の利用法についての案がないのであれば、私の案
を示そう。あそこを「補助金行政博物館」、または「箱物行政
博物館」にして、政治改革の志を現市長は示せばいい。あの建
物は、フェリーの待合室にしてはあまりに不適合である。特に
屋根がメチャクチャ高く冷暖房施設もないので、冬は寒くて仕
方がない。A氏の話によると、冬のイベントでは暖房に相当の
金を使うのだそうである。あの手の無駄な建物はおそらく全国
にいっぱいあるだろう。その写真（模型なら、なおいい）を
「無駄な建物」の典型であるピラミッドに集めるのである。も
ちろんピラミッドの前には、「この建物は、フェリーの待合室
として作られました」という説明を付けておく。来場者は深く
納得するはずだ。

あと、市職員側がA氏たちを立ち退かせたいのであれば、その
大義名分らしきものを、動画を見ながら思いついてしまった
（もっとも、私が思いつくくらいだから、誰でも思いつくだろ
うが）。もし、宇城市の職員が教えてほしければ、教えてあげ
てもいい。ただし、謝礼は高くつくが。
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８月9日に以下の文書と他数枚の書類が届く。

まず、
4月2日の折衝にて合意された「鍵の対応については、支所の営業時間外は宿直が２４時間対応」が反故にされている。
海のピラミッドへの出入りが役所の時間（月～金の朝９時～夕方５時）では、別に本業を持ちボランティアでやって
いる者にとって、「例え」退去の意志があっても、実際の退去作業が事実上不可能である。

この文章の内容に関して、

期限については相手（県庁）のあることだし、我々も専従でこの件に携わってる訳ではないので、
１年くらいでと主張し、市役所側の要望を汲んで「半年を目処に話し合う」と妥結したはずである。
半年後に代執行を行うことを認めた訳ではない。そもそも、代執行を行う根拠が崩壊したかとが、
話し合いの中で暴露・露呈しているので、代執行を行うことに正当性はない。

機材撤去については、県との話し合いが終わっていないので実行する必要はない。また、閉鎖して廃墟にするならとも
かく、何らかの活用するのであれば、機材は必要と判断する。それは我々が使用しなくても同様である。

防音壁については、そもそもイベント対応型の施設として、設計・建設されたにも関わらず、防音に関して、外部との遮
断がわずか、ガラス扉１枚しかなく、人間の声も漏れるのは、企画設計ミスである。フェリーターミナルとしての役割
を終え、イベント施設としての役割しか残っていない現在、防音壁は必要不可欠な設備である。これを私財を投じて設
置した行為は賞賛されるべきである。

また、階段、段差に塗布した蛍光塗料は、入場者の安全の為にそもそも施設所有者・管理者が行うべきものであるが、
これも同様に、これを私財を投じて設置した行為は賞賛されるべきである。
その他、安全対策をいくつか実行してあるが、かつてフェリーターミナルとして機能していたとき、これら対策がなさ
れていない状態で、事故が起きていないとすれば僥倖としか思えない(あるいは事故隠蔽がおこなわれたのか)
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